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十
九
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初
頭
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イ
ツ
経
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三
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三
月
革
命
以
前
.
の
ド
イ
ツ
社
会
蓮
動
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\

四
、

三
月
革
命
の
経
過
と
労
働
者
階
級
の
役
割
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'

.
最
近
に
お
け
る
、ド
イ
ツ
社
会
運
動̂
の
研
毙
が
、
ま
こ
と.に
お
、ど
ろ
く
ほ
ど 

多
彩
で
あ
る
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
で
出
版
さ
れ
る
書
籍
の

カ

タ

ロ

ダ

を

-—
.瞥
す
る 

だ
け
で
充
分
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
い
ま
、
と
れ
ら
め
ゆ
た
が
な
研
究
活
動 

の
成
果
に
づ
い
て
、'充
分
な
認
識
を
も
つ_て
い
る
と
..い
う
こ
と
1を
、
確
信
を
も
1 

ゥ
て
^
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
研
究
の
大
体
の
傾
向
に
づ
い
て
は
う
か
が
い 

知
る
こ
と
が
でき
よ

う
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-
.
..... 

-

フ
リ
.一
ド
リ
ツ
.ヒ.
.•
.マ
イ
ネ
.ツ
ケ
，の
'：.言
葉
を
.か
..り
る
..な
ち
.ば
、
..'

「

ド
イ
ツ
の 

ド
イ
ツm

月
革
命
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
役
割

飯

：
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'

歴
史
は
、解
き
が
た
い
謎
と
不
幸
な
方
向
転
換
に
富
ん
で
い
る」

。
こ
の
言
葉
は
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か
の
'第
三
帝
囯
のM

. 二
年
間
に
权
け
る
奇
怪
な
i

を
通
じ
て
胸
に
刻
み
こ
ま 

れ
た
一
人
の
思
想
家
の
讓
な
叫
び
以
上
の
も
の
を
も
っ
て
、.い
る
。
世
界
に
お 

:

い
て
、
も
っ
.と
も
古
い
歴
史
を
誇
っ
た
社
会
民
主
主
義
政
党
と
最
も
強
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共
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党
を
も
っ
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た
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ッ
が
、
な
ぜ
、
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、
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ッ
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理
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党
の
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ク
ト
主

義
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会
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裏
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り
を
指
摘
ず
る.だ
け
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し
て
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だ
不
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^
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刊
さ
れ
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'るこ
と

 

は
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然
と
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え
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ぅ
？
わ
が
国
に
お
い
て
は
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こ
の
時
期
を
主
題
と
し
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め
：
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大
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版
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九)

企業別機械装置評価額(単位千円)

洛年 9 月末有価証券報告迸

29 ¥ 3 0 年 3 1 年

; 1 ' . 3,184,452 2,812,958 3,360,198
2 3,686,107 3,572,637 3,285,013

• 3 1,766,083 2,076,040 2,141,784
4 , 1,146,872 1,120,119 1,036,095
5 1,019,447 930,488 954,918
U

7 795,502 1,021,554 992,234
8 1,491,619 1,560,003 1,371,648
9 901,401 846,851 790,577

10 1,729,760 1,716,851 1,826,023
11 486,986 823,487 903,814
12 ' 603,822 621,795' 567,752
13 489,434 476,990 358,085
14 . . — 521,107 460,864
15 ; _ _ — * ——

16 543,542 486,650 —

17 300,314 270,080 —

18 120,220 113,780 107,592

五
八

苴

八

企 業 別 粗 出 炭 量 (単位トン) 企業別実働労働者数 (単位人)

' 2 9 年 3 0 年
■ . : .

3 1 年 2 9 年 3 0 年 3 1 年

1 496,600 496,900 545,880 1 43,107 42,270 42,345
2 375,500 353,900 374,040 2 33,661 31,944 32,683
3 318,800 283,300 302,900 3 22,695 21,170 21,274
4 144,500 155,300 166,100 4 11,452 10,184 10,548
5 128,450 132,100 144,300 6 10,669 9,221 9,197
6 140,222 130,24*7 138,684 6 10,414 10；032 10,692
7 130,600 120,100 145,000 7 11,597 11,491 12,628.
8 84,250 115,000 121,300 8 7,9f8, 9,059 8,938
9 115,408 104,700 109,579 , 9 9,286 8,411 氏488

10 90,850, 84,600 88,400 ； 10 8,072 7,120 7,012
11 96,100 95,700 93,926 11 7,815 爾 : 8,707-
12 84,500 77,200 84,700 12 6,219 5,538 5,721
13 58,500 63,000 70,000 13 4,699 4,061 5,893
14 54,100 62.200 63,800 14. 6,090 5,732 6,066
15 60,300 60,700 56,900 15 5,544 4,833 4,793
16 • 35,600 40,400 • 39,500 16 3,732 3,261 3,35.5
17 32,510 30,609 40,500 17 3,503 3,269 3,131
18 . 17,918 19,600 25,024 1,650 1.651 1,800

各年9 月 （通産省調) : 备年9月(実動労務者+臨時夫;4•諸負关)(通産省調
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一：九
一
四
年
が
ら
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九
四
五
年
ま
で
の
ド

イ

ツ

双
れ
史
は
、

/

た
ん
に
社
会
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動
史
ひ
み
.な
ら
ず
、
^
会
思
想
史
^
^

史
'の
抓
究
者
に
と
ネ
て
1
、
見
逃
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こ
と
の
：で
ぎ
な
い
好
題
0:
で
あ
ろ
>
。

£
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激
動
の
三
0
年

間

に

、
、
ド

{

ブ
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柱
会
主
義
霞
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ま
れ
に
見
る
革
命
的
昂
揚
と
こ
.の
上
も
な
.い
み
じ
め
な
敗 

北
を
と
げ
た
の
だ
が
、
こ
の
深
顧
な
体
験
に
教
訓
を
え
て
、
革
命
的
な
運
動
に 

お
け
る
政
建
撥
導
の
点
に
、
：関
心
成
む
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
、結
杲
と
し 

て
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
革
命
的
な
指
導
者
.の
浚
割
を
い
か
に
評
価
す
る
か
と
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近
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著
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演
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集
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そ
し
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や
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記
書
が
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盛
ん
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版
さ
れ
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れ
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な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
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1>
か
し
な
が 

ら
、
こ
れ
ら
の
.研
究
f
e共
通
し
て
見
ら
れ
る
欠
陥
は
、
三
月
革
命
の
過
程
に
お
い 

て
、労
働
者
階
級
の
果
し
た
役
割
が
、正
し
く
評
価
さ
れ
て
い
な
い
.点
で
あ
る
。
 

こ
れ
に
.つ
い
'て
シ
.ル
：.フ
ァ
ー
ト
は
づ
ぎ
の
よ
ぅ
に
の
ベ
て
い
る
。「

こ
れ
ら
の
労 

■作
は
、
多
亦
れ
少
な
か
れ
と
の
意
義
深
い
事
態
を
見
逃
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の 

著
作
は
、
普
通
！#
等
選
挙
制
度
施
行
の
た
め
の
人
民
大
衆
の
努
力
を
根
本
的
に 

べ
は
射
齋
し
な
い
ま
ま
ま
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
自
_

王
義
者
が
普 

通
平
等
選
蓽
権
を
主
張
し
た
と
い
う
よ
う
な
誤
っ
た
見
解
が
し
ば
し
ば
述
べ
ら

れ
た
こ
.
'とは
、
お
ど
ろ
く
に
た
り
な
いJ

と
0
そ
し
て
、
オ
ー
べ
ル
マ
ン
に
つ

い
.て
ば
つ
ぎ
の
よ
う
.に
：.評
価
し
て
い
.る
。「

オ
ー
ベ
ル
マX

の
'著
作
は
、
こ
の
.
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題
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
、
労
働
者
，
と
く
に
そ
の
も
-?
と
も
進
歩
的
な
分
子

が
、
民
主
的
選
華
制
度
の
瘦
得
運
動
に
決
定
的
な
寄
与
を
し
た
こ
と
を
示
し
.て 
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1

八
四
八
年
の
ド
イ
ツ
三
月
革
命
の
研
姥
が
、
現
在
、
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国 

に
お
い
て
、
'新
た
が
課
題
と
し
て
と
り
上
げ
ら
^
つ
.
.つ
あ

る

と

す

れ

ば

、

-:
そ

れ 

は
、
最
近
の
ド
イ
ツ
社
僉
運
動
史
の
研
究
傾
向
の
い
ち
じ
る
し
い
^
徵
の
.ひ
，と 

つ
と
は
い
え
な
い
だ

ろ

う

か
。
筆
者
は
、.：
ォ—

ベ
ル
マ
ン
の
，j

の
業
緣
に
以
上 

の
よ
5
な
.意
義
を
認
め
、
で
き
る
だ
け
詳
細
に
論
評
を
試
み
よ
う
と
す
る
%:
の

. 

で
あ
る
.。
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リ
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リ
ツ
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ド
イ
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の
悲
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と
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想
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—
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矢
田
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.
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.
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岩
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講
座
.「

現
代
思
想
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第

五
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反
動
の
思
想」

'

一一

七
。

.

C
3

)

.
寡
聞
な
筆
耆
が
最
近
入
手
し
た
も
の
.
'の
.

う
ち
、

主
な

%-
の
ぼ
左
の
よ

-
;
う
な
も
の
で

&.
'る
0
:
ま
ず
伝
記
的
な

%-
の
は
、
^
-
,
ぼ
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0
5
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革
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に
お
け
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労
働
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階
級
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役
割

\ 

a
n

 m
e
m
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h
o
m
a
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B
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a
n
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e
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m
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e
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 Marxis
m
u
s
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な
ど
で
あ
る

 

o-

.
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;

ま
た
資
料
は
：蹈
大
な
4

の
が
数
々
.
刊

行
.さ
れ
枚
拳
に
い
と
ま
が
な
い
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r
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r
a
c
h
e
r
; Die Aufl

oss
u
n
g

 

.der 

w
o
i
m
a
r
e
r
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1955, Ericks E
y
c
k
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e
s
c
M
c
h
t
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 der W
e
i
m
a
r
e
r

 Republik, 

V
o
m

 zusammenbrccll dew 

Kaisertu

日

M tds 

zur 

W
a
h
l

 

H
i
n
4
s
b
u
r
g
s
,
1

の 57.

(

4

)

，
わ
が
国
に
お
け

.

る
ド
ィ
ツ
"

社
会
運
動
.

史
も
し
く
は
労
働
運
動
史
，の
研 

へ. 
'究
は
、
未
だ
末
開
拓
と
い
つ
て
も
過
|
1
ロ
で
は
な
い
。
村

瀨
>
 

黴
原
両
民
の
'

:

業
績
の
.ほ
が
に
、::
:
'猎
本
疋
道「

ド
ィ
ツ
共
塵
党
史
.

T
C

敗
文
堂
、
昭
和
ニ 

.

.五
年〕

、
ぃ
；小
此
木
真
一

if

郎

「

'フ
T.
.
:シズ
.ム
の
誕
.生
し
：(

青
木
書
店
、
昭
和1

一
 

，
一

ヰ

年

〕

、
吉

村

励

「

ド

ィ

ツ

革

命

迤

動
&-
.ハ
青
木
書
店
、：：
昭
和
ニ
八
$

な 

'
'…

ど
が
あ
备
が
で
い
ず
れ
も

'7
:
ァ
シ
ズ
'ム
を

対

：象

と

し

た

も

の

で

：
あ

り

、
-
局 

へ：'.
：

,
部
的
な
：研
究
で
^
る
。
ま
：た
故
河
合
栄
治
郎
教
授
の
：「

独
逸
社
会
民
主
览 

'
.
也
蕾」

'は
興
味
深
.い
：が
、
：体
茶
的
.な
も
.の
と
は
い
え
&
い
。
-'
.

,.
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o
'f
f
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H
i
L
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rt
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s
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n
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i
e
d
e
r
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o
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o
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:
:n

郎
、
伊
谦
膝
共
献
マ
日
本.評
論
新
社
。：
た
.
：
.

.

.
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:

ぐ
6) 

K
a
r
l
o
l
D
e
r
m
a
l
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 ; 

z
a
H
G
e
s
c
h
i
c
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t
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d
e
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e
s
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e
r
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o
m
m
a
i
i
i
s
t
e
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8
4
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(

7) 

J
â»
印 
J
o
i
l 

E
n
g
e
l

.o»
;
^
e
v
o
l
u
t
i
o
n

 

u
n
d

 Konterrevolu-

■ 

tion in D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
,

大
月
版

「

マ
ル
ク
ス

*■エ
ン
ゲ
ル
ス
選
集

」

V
第
四
卷
所
―「

乾
命
と
反
取
命
1

':
;

^

'.
.
:

:
(

8
0,-
シ
：ー
ル
ス，
y 

ト
、■■
前
掲
.S
I、

ニ

ー
一
一
ー
真
^

,•
.

1 .

八
四
八
年
のK
イ
ッ
革
命
が
は
じ
ま
が
划
前
の
ド
イ
ッ
す
な
わ
ち
、
十
九 

世
紀
初
頭
の
ド
イ
ツ
が
、
ど
の
よ
ぅ
な
社
会
的
経
済
的

#

の̂

と
；に
あ-?
た 

.

か
、'.
..オ
ー
ベ
ル
マ
シ
の
主
張
を
要
約
し
：な
が

^'

の
べ
て
み
よ
ぅ。
';
.'.
.

:•
•「

一
八
四
八
年
抵
則
か
ド
イ
ッ
に
お
け
ん
経
紙
的
證
の
芷
し
い

_
俩
ゆ
、-
、 

そ
の
政
治
的
過
程
の
正
し
い
処
理
の
だ
め
の
前
提
で
あ
る
。
ブ
ル
ジ

'aア
的
な

. 

経

済

史

家

は

、

十
九
世
紀
最
初
の
一
一
一
分
の
一

.期——

す

な

わ

ち

関

税

同

盟

.の

締 

結
ま
で
の
時
^

—

お̂
け
る
ド
や
ッ
の
状
態
允

>ト
イ
.ッ
.経
済
は
、

の 

経
贤
圈
の
欠
如
"

r
ei
e djlauffindbarkeit 

ein.es 

einiieitlichen 

d
e
u

ct-schen wirtschaftsgebie

ct-
e
s
J

に

よ

つ

て

決

定

づ

け

ら

れ

.た
こ 

と
を
承
認
し
な
け
れ
ば
‘な
ら
な
か
っ
た
。」

(S. 

6
)

ゾ
ン
バ
ル
ト
を
ま
っ
ま
で

も
な
く
、
十
九
世
紀
初
頭
に
お
げ
る
ド
イ
ツ
経
済
の
分
裂
状
態
は
、
政
治
的
に

パ
は
、

：
ド

や

ツ

が

相

ぬ

蒙

嚮

：
と

気

：吏

各

K
を
も
つ
一
一1去
人

の

主

侯

；の

あ

い

：

だ
に
.で
た
ら
.^-
に
.分
割
さ
れ
て
1>
た
と
と
、
す
な
わ
ち
大
小
ざ
ま
ざ
ま0 .
独
立 

.

 

-

.
.

:

.
C
C
O

 

の
壬
国
、.：.公
国
、

(

.大
公
国
、
，自
由
都
市
か.ら
成
り
た
っ
.て
い
た
こ
と
の
.反
映
に

は

か

が^ ;
'
な

が
-7
;
だ

。
へ

ぞ

れ

は

、
:-
生
1
1
の̂
露
ど
ズ

.ル
'
^

に
と
っ
て
耐
え
が
た
い
桎
梏
と
し
て#
砠
し
、
貴
族
支
配
の
強
化
、
封
建
的
土

地

馨
者
の
勢P

の
維
持
^
従
-:
:て
ブ
ル
ジ
'ョ
：ア
：震

の

：封
建
的
貴
族
.へ
の
従

:属
化
fc

役
立
-?
.
.
:た
の
で
あ
っ
た
。
ま
こ
と
に
ク
チ
ン.ろ
キ

I

が
の
ベ
て
い
る
ょ

ぅ
に
、「

十
九
世
紀
の
ド
イ
.ツ
.
.ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
>歴
史

は

、
'
彼

等

が

経

済

i
:の
利
益
を
得
る
代
償
と
し
て
、
政
治
上
は
依
然
ユ
ン
'力
-
の
下
僕
.た
る
に
甘

ん
じ
た
こ
ど
を
馨
と
し
て
い
た

」

の
で
あ
る
。

■:
.ハ
：

'

:

.

し
か
し 
>
.資
本
主
義
の
§
.

と
と
:%
ぬ
、
'国
i

な
単
1

_
圈
の
®

の

た
.め
の
要
求
が
強
ま
っ
で
き
、た'°
開
明
的
な
貴
族
的
改
馨
シ.ユ：
タ

は
、
.チ
ル
べ
河
以
東
の
%
地
貴
族
に
は
げ
し
い
憎
し
み
.と
侮
蔑
を
こ
め
て
、
つ

ぎ
の
^
ぅ
に
書
い
，た
。
 

■

,

-

.

-1
私

a

ぱ

だ

だ
-

ひ
と
つ
、の.
祖

国

し

か

あ

り^ :

せ
ん

。

，
そ
れ
：はド
イ
ツ
で
す
。

そ
>し
で
私
は
古
い
国
制
に
し
た
が
え
ば
た
だ
ど
の
ド
イ
ツ
に
属
し
、
ド
イ
ツ

'
の
“
か
な
る
特
殊
な
：

1

、部
に
属
す
る
も
の
で
も
な“
の
で
、：

ま
た
心
の
す
べ

,
て
钇
%'
ぅ
て
服
ず
る
の
，は
た
だ
ド
イ
ツ
で
あ
り
、
そ
の
い
か
な
る
|
^
な
ー

■.

部
.で
も
お
0-
ま
せ
ん
。-と
の
偉
大
な
発
展.の
刹
那
に
.お
い
て
、
諸
王
家
な
ど

_

に
は
ま
-?
た
<;
ど
ぅ
で
も
キ
い
の
で
す
。
そ
れ
は
た
だ
道
具
に
す
ぎ
ま

べ
せ
ん
。
，私

0;
願
：い
は
ド
イ
ツ
が
そ
の
自
主
、：'独
立
、
1国
民
性
を
ふ
た
た
び
か

芡 芎 M

1 1 1  
と織 O 族 O 上 
と業〇す八の 
にでパな〇数 
な生 g わ 、字 

る。活 に

わ ， 又S
た機〇家 -

家

内

m

マ

フ

V
チ
'ュ』

T

合

計

金
>

3S：

.ニ :

.宕

壳八

八
g

S

X

ス
の
労
働
者
階
級
に
お
く
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ド

V

ツ
の
ブ
一
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー 

，'が
，イ
ギ
.，リ
ス
や
フ
ラ
シ
ス
の
、

K

ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
ょ1り
■お

く

れ

て
い
る
の
と
同
様 

で
あ
る
r

:
ド
イ
ツ
'で
は
労
働
者
階
級
の
多
数
は

r 

<
ギ
リ
ス
が
そ
の
り
っ
ぱ 

な
標
本
を
提
供
し
‘て
い
る
よ
ぅ
な
近
代
エ
變
族
に
や
と
わ
れ
て
い
た
の
で
は 

'な
か
っ
た
0:
.,

彼
ら
を
や

と

っ
て
い
た
ひ
は
小
手
工
響
で
あ
っ
て
、
；
こ
れ
ら
の 

小
手
H

_

,の
全
製
造
組
織
は
、.中
世
の
た
ん
な
る
遺
物
に
す
ぎ
な
か
っ
た

」

。 

づ
ぎ
に
か
か
げ
た
の
は
、
関
^
同
盟
国
家
に
お
い
て
i

業
に
従
事
して
ぃ

た

 

労
働
者
の
1

を
オ
ー
ベ
ル
マ
ン
の
説
明
に
ょ
っ
て
表
.に
あ
ら
わ
し
た
も
の
で 

あ
る
'0
ン

-

.

.

.
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:

.
-
-
-
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- 

- 

S
-
I
-
—
n
^
l
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.
-
.
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/

労
働
者
お
ょ
.

び
：

.
:

機
め
数 

%

企

業

型

態
^

^

!

m

機

労

働

.者

考

:

.ま
だ
1
/\
四
六
年
の
終
り
の.プ
：ロ
ィ
セ.：ン
に
お
い
て
ば、
'
:
:
:
,
.
. 

デ
親
友
、：：技
術
エ
ぞ
の
他
：
；.*
五
：七
、.
.§
2
^
^
^

(

M
a
sct
-
e
r
, 

mec!ha:niscHe K

asnstler u
n
d

 a
n
d
e
r
e

 

M
W
Q
S
O
b
.
Q
b
.
w
- 

徒
弟
お
お
び
|

習

：
丨

：
丨.
ー1-—
-

<

四

、
.

七

八

三

ソ'

■■

(Gehilfen u
n
d

 L
e
h
r
i
n
g
e
)

そ

し

：
て

こ

；の
^
四

1->
;'
,
:ー：
昀

八

人̂

、
'■
.-【

四
四
人
が
マ
-
キ
フ

:

,

:

-

:■
:

:

 

'

一
 

六

三
.

S

E

S

ち
う
る
ほ
ど
に
大
き
く
強
く
な
る
こ
と
で
す…

…

こ
れ
は
国
民
の
関
心
事
で 

も

あ

り

、

全

ョ

ー

ロ
•ツ
パ
の
関
心
事
で
も
あ
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
は
古
い
、
崩 

壊
し
腐
.朽
し
た
1

態
を
も
っ
て
し
て
は
維
持
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と 

.を
す
る
の
は
、
古
い
騎
士
城
や
城
壁
や
塔
で
か
た
め
ら
れ
た
.都
市
の
廃
墟
の 

.上
に
、
1

的
人
為
的
な
国
境
.の
組
織
を
う
ち
たV

ょ
う
と
す
る
に
.ほ
か
な
. 

.り
ま
せ
ん」

。

.

, 

. 
' 

.

■:
•っ 

経
済
的
に
四
分
五
裂
.の
状
態
に
あ
っ
た
ド
イ
ツ
連
邦
は
、、
関
^
障
^
に
ょ
っ 

て
資
本
主
義
的
発
展
へ
の
途
を
は
ば
ま
れ
、
各
地
域
が
い
ず
れ
も
固
有
の
経
済 

を
い
と
.な
み
、封
建
的
な
朿
縛
が
根
強
か
っ
た
ダ
従
っ
て
へ
-八
四

八

年

ま

で

の

‘ド 

イ
ツ
エ
業
は
、手
エ
業
に
基
礎
を
ぉ
く
小
規
模
生
産
が
支
酚
的
で
あ
-:
た
。ぞ
し 

て
.資
本
主
義
的
大
工
摄
制
度
は
例
外
的
で
、
：当
時
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
資
本
主 

#§

生
産
の
型
は
、手
工
業
と
機
械
制
大
工
業
と
の
中
間
的
型
態(

Z
i
e
h
e
n
-
'

 

g
H
e
d
)

を
な
し
て
い
た
と
い
わ
れ
.る

8
.
9--
商
人

%'
し

く

は

エ

.場

主

の

た

め 

に
働
い
て
い
た
労
働
者
は
、
手
工
業
の
：親

方(
H
a
n
d
w
e
r
k
s
m
e
i
s
t
e
r
)
；

で
あ 

る
と
と
も
に
㈣
殳
小
生
罾
罾
で
あ
っ
た
。
^
入
に
た
：い
す
る
実
質
的
.な
従
属
' ̂

と

没

落

の

過

程

を

通

じ

て

、

手

工

業

親

方

の

な

か

か

^

賃

金

労

働

者

が

生

ま

れ 

た
、の
で
あ
っ
た
.。
従
づ
て
関
藝
同
盟

0
成
立
に
ょ
っ
て
、
/
一
：
八

州

、
.
す

な

わ

ち 

三

四
.

1

1
0
0平
方

キ.

ロ
：：

メ

ー

：
ト

ル
.：の
面
積
と
一1三
0
0万
の
入
ロ
を
有
尤
る
地
" 

域
が
、
ひ
と
つ
の
：経
済
圈
と
な
っ
た
こ
.
>は
、
ド
イ
ツ
の
資
本
主
義
発
展
史
.上 

に
_

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
資
本
主
義
の 

発
展
は
:>
ま
こ
と
：に
®
々
：た
る
.も
の
で
あ
ヶ
、
，そ
の
状
趣
は
集
に
み
じ
め
で
あ 

っ
：た
。.「

に

：イ

ブ

の

：
労

働

露

級

.の
社

会

的̂

:§

発

達

が

：：
イ

ギ

リ

ズ

：や
フ
ニ
ス

.

.

V
 

,

■
::
.

:

I 

.

.

.

ド
イ
ツ
：3
月
革
命
に
ぉ
サ
る
労
働
者
階
級

0
役
劄

.



ア
ク
チ
ュ
ア
お
ょ
び
工
場

(

T
â>
H
k
-
s
t
£a
r
t
t
e
n
l
d
e
r 

MallLufak

cf-uren u
n
d

 

i
r
i
k
e
n
)

で
働
い
て
い
た
と̂

わ
れ
る
が
、

そ
の
；ぅ
ち
わ
け
は
つ
ぎ
の
ょ 

う
で
^'
づ
た
。
'

■

.

'

'

製

粉

金

属

囊 /

m業 業」業

五
七

七 
五
八

o
〇

九:
六

> ’ニ_ 
六 
11

八

労

働

考

1
八

; o

■—
. ^ '

;
九

''三 .

•

、

-— ■̂

八

ェ

場

■.

人

.-:

八
人

-■ r ；

o
〇
人

1 1

数り

こ
れ
を
み
て
も
わ
か
る
よ'ぅ
に
、-織
物
業
以
外
のH
場
の
規
模
は
小
さ
く
、
■大 

体
が
零
繁
業
で
あ
.つ
た
と
、と
が5:
-か
が
い
知
ら
れ
る
。

.シ 

当
時
、：.資
本
主
義
発
展
の
，遣
標
：と
も
い
ぅ
べ
き
製
鉄
業
.は
、.
ま
だ
そ
の
黎
明 

期
に
あ
り
、
：ド
ィ
ッ
：経
済.の
支
柱
钇
な
し
.て
い
冬
も
の
ほ
、；
十
六
世
紀
以
来
の 

家
内
労
働
を
主
と
す
る
織
物
業
で
あ
っ
た
。
::
'
一
八
六
〇
年
の.ベ
^

U
V統
；

i
l
*

一. 

の
調
聋
に
よ
れ
ば
、'.
ー
 

八
一
六
年
か
ら
，一
八
四
七
年
玄
で
の
間
、X場
^

!

者
 

(Fabrikarbei-ter)
、

手
エ
業
办
職
人(H

a
n
d
w
e
r
k
s
a
g
e
s
e
l
l
e
n
)

お
よ 

び

召

使(
G
e
s
i
n
d
e
)

の
数
は
、
人
口
：増
加
率
よ
り
も
六
；A

A
パ-

セ
ン
ト 

高
く
、
手

エ

業

の

雙

は

、
五0
.六
。ハ
-
セ
ン
.ト
、
エ
塲
労
働
者
は
：—*
七
〇
.
：
. 

M

パー

セ
ン
ト
も
増
加
し
た。

-
.
. 

.

.
V 

. 

 ̂

A 

I

方
、
ベ
ル
リ
：ン
の
人
ロ
は
、4
八
ー
五
年
か
ら
士
八
四
七
年
ま
で
に：| 

< 

〇
、
〇
0
〇
人
か
ら
四
〇

〇
.〇
〇
〇
人
に
増
加
し
、
そ
の
う
ち
四
〇
、o
〇

. 

〇〜

五
〇
、
o
〇
〇
人
がH

場
労
働
者
お
よ
び
賃
金
労
働
者X
T
aoq
E

f
 

er)

:

「

六
四
：(

五
.ニ
.四〕

も
し
く
は
商
店
の
店
員.

(Kau
f
m
a
l
m
s
l
e
i
o
r
i
l
l
g
e
)

で
あ
^
た
。
ま
た
そ
の 

ほ
か
ニ
〇
、
〇
0
〇
人
の
手
工
業
の
徒
弟

a
i
a
n
d
w
e
r
k
s
l
e
h
r
i
u
g
e
)

が
い

た
。一：エ
塲
1

者
：の
数
は
至〗

？
て
少
な
く
、

：1

八
四
三
年
一

一
の
機
械
制
工
場 

と
約
ー
、
0
〇
'0
人
：の
.労
働
#
が
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
'
ー
/\
四

六

年

に 

は
.エ
場
の
数
も
三
3
わ
1
1ー
倍
：に.な
っ
.た
。-.
:
-べ
ル
.リ
シ
の
繊
維
産
業
は
、
一
一
一
三
の 

紐
績H

場
の
ほ
が
：に
、"九
五
の
'織
物B

場
、
3
1
'の
.
：キ

ャ
ラ

：コ
擦
染
工
場
、一

1

一
五 

の
讓
物
工
場
が
見
ら
れ
た
が
：
劣
悪
な
労
働
条
件
に
.喘
い
で
い
た(S

.
15

)。： 

>.
:

」

れ
を
要
す
る
に
、
：十
九
世
紀
初
頭
か
ら
：：ー
八
四
八
年
以
前
.の
ド
ィ
ッ
経
済 

の

塞

は

、
鉄
鋼
業
ょ
り
は
軽
工
業
ど
く
に
リ
ン
ネ
4
お
ょ
び
：毛

織

譲

で

あ 

っ
.た
。へ
し
か
も
重
要
：なこ
と
は
、
そ

の
众
が
で
家
内
エ
^
が
重
要
な
地
位
を
し 

め
て
い
た
«.
実
ヤ
ぁ
る
。
ニ̂

八
五
年
、
：1
:
:
六
五
：、
〇
〇
〇
人.の
；労
働
者
が
資. 

本
家
的
企
乘
に
麓
用
さ
れ
、そ
の

ぅ

ち
1
5:
〇
、
0
〇
〇
人
が
リ
ン
ネ
ル
\
絹 

お
^
び
毛
^

業̂
に
従
事
しV

、

い
：た
。
：彼
等
は

f

間
六
三
.、
〇
〇
〇
、

0
0
0 

マ
ル
、ク
か
ら
九 
一w、
o

Q〇

..
>

0

0G-
マ
：ル
グ
の
商
品
を
生
産
し
て
い
た
が
、 

)

>
れ

ぢ
の
労
働
者
の
多
く
は
、：：.問
屋
制
家
內
工
業
の
劣
悪
な
労
働
条
件
に
悩
ん 

で
い
.た
。
.そ
し
て
；ー
七
八
丑
年
が
ら.一
八
四
八
年
ま
で
の
間
に
、-'
家

費

働

者 

め
数
が
非
常
に
増
加
す
备
と
い
兔
ィ
ギ
リ
ス
な
ど
と
は
正
反
対
の
現
象
が
お 

こ
--
-

た
こ
：と
は
笛
目
さ
れ
な
け
れ
ば
：な
ら
な
い
。

産
者
の
生
産
手
段 

.か
^
の
遊
離
の
過
程
：は
、
た
と
え
ば
ィ
ン
グ
冷

：

ン
ド
に
お
い
て
は
、
商
品
生
産 

.者
の
全
^g
な
収
奪
過
程
：：の
基
礎
、
.

..

つ
ま
り
本
源
的
蓄
積
な
い
し
産
議
展
の 

基
礎
を
形
成
-̂
た
の
だ
が
、■ド
ィ
ッ
：に
お
い
て
は
、
大
体
に
お
い
て
そ
れ
は
、 

ブ
.ル
：ジ
;3
.:ケ
ジ
^
め
.た
め
で
.は
な
ぐ
、
貴
族
の
た
め
に行
わ

れ

た
の
で
あ
り
、

そ
の
上
ナ
八
四
八
年
遂
削
患
蓮
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、

::
'
.ド
イ
ッ
^

^
は
、
.
商 

品
生
産
の
発
展
の
た.め
に
、
封
建
的
な
隸
興
の
も
と
，，に
瓜
ク
た
®

を
、0
.
 

'労
^

^
と
，
し
；
て

ひ
.き

い

れ

、

も

し
Y

a年
を
従
属
的
な
関
係
に
強
制
し 

.な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

」
(S. 

22)
。

そ
れ
な
ら
ば
、
ド
イ
ッ
資
本
主
義
の
後
進 

性
.を
特
微
づ
け
た
農
業
に
お
け
る
生
避
関
係
枕
ど
の
，ょ
う
.で
あ
っ
.た
ろ
う
か
。 

'ド
イ
ッ
に
；お
け
る
：資

本

主

義

の

霍

は

、
■「

生
産
者
の
.一
部
が
'み
ず
か
ら
資
：
 

本
^

積̂
し
、
' 廳
を

営

み

、:■
と
き
が
た
つ
.に
.つ(

れ
て
、，
.ギ
ル
ぞ
の
手
工
業
的 

規
Ml
/̂
.ら
解
放
さ
れ
た
資
本
主
義
的.な
基
礎
.の
..

ATN.

え
に
.、'
.
:
生
産
を
組
織
.す
るJ.

. 

.と
い
う「

真
に
革
命
的
な
途」

を
た
ど
る
の
で
は
な
く
、

T

直
接
生
産
者
た
ち 

の
状
態
を
悪
化
さ
せ.：…

旧
来
の
生
産
様
式
の
基
礎
の
.上
で
彼
等
の
剰
余
労
働 

を
艰
得
•す
るJ.;

と

'^
う
.い
.わ
ゆ
る
：，

P

フ
P:
-
シ
..ヤ
型」

.を
形
づ
く
っ
て
.い
た

。
.
.
す 

な

わ

ち

、
，
.一
A

a
五
年
か
ら
：一：
八
〇
七
年
に
か
け
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
フ
ラ

ゾ 

ス
軍
が
ド
イ
ツ
に.侵
入
し
て
、
プ
ロ
イセ

ン
領
を
占
領
し
た
こ
と
は
、
ド
イ
ツ 

の
運
命
に
大
き
な
転
換
を
も
た
ら
し
た
。
プ
ロ
イ

セ

ン
の
封
建
的
反
動
的
体
制 

は
对
ち
破
ら
れ
3
新
し
い
自
由
，

Q

風
が
ふ
き
ま
く
っ
て
、-農
奴
隸
め
廃
止
と
ツ

. 

ン
フ
ト
の
解
体
が
急
速
に
進
行
し
て
い.？
た
。
さ
き
に
の
ベ
.た
シ
ユ
タ
イ
ン
や 

フ
ン
ボ
.ル
ト
M
弟
を
は
：じ.め
'、

ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
、
グ
ナ
イ
ゼ
ナ
ウ
ぞ
し
て
フ 

ィ
ヒ
テ
な
ど
の
進
步
的
办
人
み
の
蓮
動
が
た
く
ま
し
く
つ
づ
け
ら
れ
、
資
本
主

. 

義
的
生
産
力
の
発
.展
を
は
ば
む
封
建
的
桎
楛
か
ら
の
解
放
が
叫
ば
れ
る
に
至
っ 

た
。
こ
の
，よ
づ
な
外
か
ら
办
条
件
に.；お
さ
れ
て
、.プ
.
•ロ
シ
ヤ
政
狩
は、
：
I
A
P 

七
年
十
月
九
日〔

勅
令
に
ょ
^
て
世
襲
篇
齋
制
を
塑
：运

。
：し'か
し
そ
れ
は
、
. 

農
民
が
人
格
的
自
由
を
獲
得
す
る
の
を
規
定
し
て
も
、
彼
等
の
政
治
的
権
利
の

.

.

ド
イ
ッ
三
'月
革
命
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
役
割

.獲
得
や
■
質
的
保
障
、
.と
く
に
±'
地
所
有
.の
問

題

に

つ

い

て

は

、
？
顧

ら

_ふ

れ

る 

と
こ
ろ
が
な
か
？
た
。
.進
振
的
.な
政
始
家
.シ
-;
タ
ィ
ン
ボ
追
放
さ
れ
た
'の
ち
、

:

.
1
A
1
:
:
:

1

年
九
月
麗
関
顧
に
関
す
る
勅
令
が
で
き
た
が
、：：.
こ
れ
略
ょ
れ
ば
土 

:

地
！̂

者
に
^
石
.，
^
す
飞
場
合
、
：永
代
賃
借
人
：は
耕
地
の
三
分
の
一
、
蠱
奴 

;!
の
光
#

^
击
め
.る
71

<
代
光
舞
い
ー
賃
小̂

<
は
、
耕
地
の
半
分
を
手
放
さ
な
け 

れ
ば
及
ら
な
か
っ.た
0
--
.
/
:;;
.
.

か
く
し¥

ー
ッ
八̂

电̂

暴

^/
マ
ラ
シ
ス
韋
命
の
彰
響
の
も
と
に
ハ
フ
上
か 

ら
の
改
革」

'と
-レ
て
お
^
す
す
め
ら
れ
た
農̂
奴
解
放」

は
、；
資
本主

！
：g

生
：
 

ー
産
遞
式
を
と̂

い
れ
た「

ユ
，：ン.カ
：丨
経
営」

：̂

発
坐
さ
せ
る
に% .

っ
と
- %

好
都 

合
な
条
件
を
ウ
く
り
出
し
た̂

ル
ジ
ョ
.ア
的
な
改
革
は
、
上
か
ら
お
し
す
す
め 

ら
れ
.た
け
九
:^
も
バ
封
建
的
.ユ
シ
ヵ
'丨
は
依
然
と
し
て®

の
■実
権
を
握
る
者 

で
.あ
り
^
！

ロ
レ
.タ
リ
ア
が
.つ
く
り
だ
さ
れ
た
：と
ば
い
え
、.ぞ
れ
は
資
本
主 

.
義
的
-
ン
ヵ
I
経
営
に
.吸
収
さ
れ
る
.'べ
き
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、 

プ
ロ
ィ
セ
，.ン
に
お
..い
て
は
、
封
建
的
生
産
様
式
か
ら
資
本
主
#

§

生
産
様
式
へ 

め
.移
行
が
、
ク
チ
.

X

ス
キ
I
の
.言
葉
を
か
り
る
な
ら
ば
、

「

政
治
と
い
う
太
陽
の 

.

灼
熱
0
光
を
恐
れ
た
経
^

|
命
で
1
り
、
政
^

^

'と
い
う
清
め
■の
恩
寵
の
な 

い
.け
が
れ
た
受
胎」

と
：で
も
安
う
べ
き
も
の.で
あ)

っ
た
。
そ
し
て.そ
こ
に
こ
そ
、 

>

八
四
八
年
の
ド
ィ
ッ.三
月
革
命
が
お
上
ら
ざ
：る
：を
え
な
い
理
由
が
あ
っ
た
。
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ド
ィ
ツ
に
.お
け
る
一
一
一
月

$

g
が
ど
の
よ
う
に
し
て
勃
発
し
た
か
、
そ
し
て
そ

れ
は
ど
の
よ
う
な
経
過
を
：た
ど
っ
た
か
、
と
り
わ
け
労
働
者
階
級
が
ど
の
よ
う

な
役
割
を
果
し
た
か
、
，
こ
の
点
に
つ
い
て
ふ
れ
る
前
に
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
.の
前

史
と
も
い
う
べ
き
ナ
れ
世
紀
初
矹
べ
ド
ィ
ツ
社
ムi
®

に

つ

い
て
概
観
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

.

.

.封
建
的
な
桎
梏
に
わ
ざ
わ
い
さ
れ
、
資
本
主
義
国
と
し
て
の
出
發
点
に
お
い 

て
イ
ギ
リ
ス
よ
り
^
-
世
紀
も
お
く
れ
た
ド
ィ
ツ
で
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ナ
階
級
の
•力 

は
き
わ
め
て
弱
く
、
封
建
的
大
土
地
所
有
者
と
し
て
の
貴
族

(
J
l
e
r
)

を

一，
.：
.
.
.
.
. 

V
:

.
'

■

.

.
'
'

六
六
、-、(

五
-.ニ
 
六)

.

.

.

.

.

.

:

頂
^
ど
し
：て
、
v 

.
そ
め
藩
屛
^
し
^
の
：举
固
た
る
^
1
組̂
織
と
軍
隊
と
；に
さ
：さ
え 

ら
れ
て
い
た
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
十
八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
池
紀
初
頭
に
か 

け
て
、
す
で
に
産
業
革
命
が
お
こ
っ
て
、
新
し
い
罾
の
祖
い
手
と
し
て
ブ
ル
.ジ 

.
a
ア
.ジ
，丨
、が
自B
の
イ
デ
オ
+ロ
ギ
1
を

ひ

，
づ
' さ
げ
て
歴
史
；の
舞
台
に
登
場
し
.つ 

つ
あ
.マ
た
、の
に
反
む
、
ド
イ
ツ
絶
对
主
義
谀
権
は
安
逸
の
眠
カ
を
貪
る
こ
と
が 

で
き
■た
。
カ
シ
ト
、
ラ
ィ
ヒ
テ
、
シ
ユI
リ
ン
グ
そ
し
て
.
へ
ー
ゲ
ル
と
つ
ら
な 

る
絢P

た
る
ド
^:
ツ
理
想
主
！1
:の
哲
学
、：
そ
し
：て
—1
自
拍
は
ゲ
ル
マ
ン
の
森
か 

ら
生
れ
た」

:

と
叫
ば
ん
め
た
ゲ
ー
テ
一
、
シ
ラ
ー
お
'よ
び
レ
ヶ
シ
ン
グ
の
情
熱
的 

な
詩
.や
文
学
、，
そ
レ
て
バ
ツ
ハ
，
'や
.ベ
ー.

ト
ー
ヴ
k
ン
に
よ
っ
，て
代
表
さ
れ
る
古 

典
的
な
音
楽
芸
東
と
は
ま
っ
た
く
対
照
的
に
、
ド
イ
ツ
.の
市
民
階
級
は
そ
の
経 

'■.済
的
発
展
の
停
滞
に
苦
悩
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
づ
た
。
す
な
わ
ち
ド
イ
ツ
に 

お
け
る
資
本
主
養&

展
め
た
ち
お
：X
れ
は
、
ブ
ル
，ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
し
て
封
建 

的
大
土
地
所
有
者.た
る
ユ\

力
！
の
下
僕
と
し
て
の
地
位
に
甘
ん
ぜ
し
め
る
と 

同
時
.■に

、
階
徽
意
識
に
目
覚
め
た
近
代
的
な
プ
ロ
レ
タ
.リ
ア
I
ト
を
創
岀
す
る 

の
^ ，
.さ
ま
た
げ
た
の
セ
あ
っ
た
。
か
く
し
て
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
十
九
世
紀 

.に
至
る
も
な
，お
勤̂
大
衆
の
多
く
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

—

ト
：で
あ
る
よ
り
は
小
商 

H

階
級
'に
よ
マ
て
し
.め
られ
、

し
か
^

等̂
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
よ
ぅ
な 

,産
®

本
家
に
雇
用
さ
れ
る
近
代
的
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ナ
ー
ト
で
は
な
か
っ
た
。

.
'従
っ
て
十
九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
社
会
連
動
が
、
“
近
代
的
な
プ
ロ 

レ
タ
リ
ア—

■

ト
の
.運

動

..と

い

ぅ

よ

り

は
、
.い
ち
じ
る
し
く
手
エ'
^
^
^
1
的
な
色
彩 

を
お
び
て
い
-た
こ
と
は
や
む
を
え
な
か
っ
た
。
ゥ
ィ
ル
へ
ル
ム

•

ヮ

イ

ト

リ

ン
 

ダ
の
^
会
主
義
は
こ
の
よ
う
な
十
九
世
紀
初
頭
の.ド
イ
ツ
め
経
^

i

会
を
反
映

し
て
、
あ
く
ま
で
も
ド
イ
ッ
的
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
ぅ
。
す
な
わ
ち
都
市
の

# 

工
業
は
中
世
的
な
ッ
ン
フ
ト
の
統
制
下
に
あ
っ
た
が
、
.中
世
的
な
遺
物
と
し
て 

の
こ
の
ッ
ソ
フ
ト
制
度
は
、.ド
イ
ッ
の
産
業
的
発
展
を
阻
害
し
、
.ま
た
厳
重
な 

徒
弟
制
度
に
よ
っ
て
、
年
若
い
徒
弟
は
親
方
に
.な
る
た
め
に
は
i

の
修
業
期
' 

間
を
終
え
た
の
ち
、
ド
イ'X
国
内
は
も
ち
'ろ
ん
遠
く
.ス
.イ
ス
や
7
ラ
ソ
.
'ス
ま
で
ー
, 

も
遍
歴
す
る
こ
と
を̂

さ̂
れ
た
'の
で
あ
っ
た
。
親
方̂
な
る
望
み
の
薄
か
っ. 

た
彼
等
は
、
そ
の
巡
業
の
途
中
で
柱
会
主
義
思
想
め
洗
礼
.を
ぅ
け
た
こ
と
も
珍. 

じ
く
な
か
っ

ヘ

た

。

ヮ
イ
ト
リ
ン
グ
の
如
き
空
想
的
社
会
主
義
者
が
す
な
わ
ち
、

' 

そ
れ
で
あ
っ
た
。
当
時
の
ド
イ
ッ
は
、
フ
ラ
ン
.ス
革
命
の
思
想
に
影
響
せ
ら
れ
、 

ま
た
反
動
的
な
プ
ロ
シ
ヤ
政
府
に
弾
圧
さ
れ
た
.た
め
、.社
会
主
義
運
動
は
フ
：ラ 

ン
.ス
を
中
心
に
し
て
行
わ
れ-^
い
た
0
.す
な
わ
ち
ー
；
八_
1年
、
：パ
リ
に
ド
ィ 

ッ
；

者

同

盟(D
e
u
t
s
c
h
e
s

 B
u
n
d

 des 

G
e

fo:c
hteten> 

が
つ
ぐ
ら
れ 

た
が
、

一
八
弓
ハ
年
に
は
そ
の
分
枝
と
し
て
正
義
^

^

¥9:
目

:̂d
e
r
Q
e
.

 

r
e
l
e
r
o

が
生
.ま
れ
た
。
：；こ
れ
は
：

if

速
だ
發
展
.し
、
、
ー
八
ー
ニ
九
年
：ま

で

に

：
ブ

ラ 

ン
キ
等
の
影
響
を
ぅ
け
た
秘
密
団
体
、
.：四
季
協
金(soci

fl>>t&. 

dct
>
-
.
s 

saisbns) 

?
ド
イ
ッ
变
部
と
な
っ
：た
.°
:
彼
ら
は
バ
ブ
ー
フ
の
共
産
主
義
に.も
と
づ
き
、
私
. 

有
財
遊
の
廃
止
を
と
な
え
ズ
レ
た
が
、
ヮ
^
ト
リ
ン
：グ
も
バ
ブ
ー
フ
の
影
響
を.
 

ぅ
け
た
と
い
わ
れ
：る
。
彼
は
ド
イ
ッ
に
お
け
る
最
初
办
空
想
&
社
佥
主
義
者
で
一 

は
あ
っ
た
が
、:■，
ナ
ン
'-
'
.シ
モ
ン
や
.フ
ー
リ
；ー
エ
と
ゆ
ち
が7
て
階
級
的
淦
場
_を
は
：

っ

き

り

と

把

握

し

て

；
い

た

と

い

わ

れ

る

(

M
. 50151)

々

力

べー
、：：：.：

ル

イ 
>

ブ 

ラ
ン
、.プ
ル
-
ド
ン
等
の1:

簿
の
社
会
至
義
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ-
1
.
<
四
0 :
年

代
.

に
：な
.っ
て
よ
；う
や
く
労
働
讓
と
社
会
主
義
と
を
結
.び
；つ.げ
た
の
だ
がr

ヮ

イ

, 

. 

.

. 

.
•
. 

(

. 

,

.

ド
イ
ツ
三
.

月
革
命
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
役
割
：

.

.

.

卜
リ
ン
/

ば
す
で
に
，そ
：の
前
：に
階
級
的
世
：界
観
に
到
逢
し
て
い
た
。

「

人
類
の 

現
実
.と
理
想」

(Die Menschheit,

 w
i
e

 sie ist u
n
d

 sie sein sollte,

10 0
3
8

)

お
よ
び「

調
和
と
自
由
の
保
障

J
o
a
r
a
n
t
i
e
n
.

 
d
e
r
_

ff
i
a
r
m
c
l

e.
e 

u
n
d

 Freihei

ダ1
8
4
1
)

0.11.

著
に
お
い
て
、
彼
は
自
己
め
社
会
主
義
思
想
を 

ぃ
体
糸
づ
け
た
め
次
あ
っ
た
が
ノ
彼
の
思
想
め
空
想
的
性
格
は
マ
近
代
的
な
プ
ロ 

.レ
：タ
リ
ア
：.卜
：

b
て
革
命
办
担
い
手.た
.る
こ
：と
を
洞
察
す
る
こ
，>
が
で
き 

な
か
：？
た
点
に
あ
る
。
彼
の
社
会
主
義
思
想
の
根
底
に
流
れ
て
い
た
も
の
は
、 

依
然
と
し
てX

ブ
ー
:フ
の
；平
等
思
想
で
あ
り
、.ま
た
キ
リ
ス
ト
教
の
影

11
^

り 

わ
け
福
音
主
義
的
な
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
'結
局
彼
は
、'手
工
業
。

K

 
口
レ
タ
リ
ア 

と
-u
v
、
ユ
：
I
ド
ピ
ー
ア
ン
社
会
；壬
義
と
プ
ロ
：レ
タ
リ
ア
社
会
主
義
と
の
中
間
的 

過
渡
的
な
地
位
を
し
め
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、

マ
ル
ク
ス
の
P5
の
前
ま
で
迪
り 

つ
：き

な

が

ら

、

.去

■ '
K

フ
.ラ
ンX'

の
；空
想
的
社
会
在
義
者
の
前
に
膝
を
屈
し
た

.

と
も
い
：え.
よ
-

^

0

.

'

1

.广'

.

'

:
.
.
.
.
.

つ'
.

'

.

.

'

.

.

.

へ
そ
れ
.に
も
か
が
わ
^
-ず
、
.正
義
者
同
盟
'と

ヮ

ィ

ト

リ

シ

グ

は

、
'
一

 
方

に

お

い

. 

て

目

曲

主

義

的

な

ブ

，
ル
：
ジ

.ョ

.

.ア% 

Iと
、：，
他
方
：に
お
い
て
手

y
*

労

働

者

に

：.
よ 

っ
て
^
設
さ
れ
た
ズ
ィ
ス
お
よ
び
労
働
者
の
啓
蒙
的
な
団
体
、
労
働i

育
協 

会

/

(
A
r
b
a
t
e
r
b
i
l
d
u
n

oq.sverein )

に
%:
:影
響
を
及
ぼ
し
た
。
や
が
て
、
各
 

へ
地
に
.散
在
す
る
敦
育
協
金
を
も.っ1て
国
際
的
な
も
の
，；に.し
よ
ぅ
と
す
，る
動
+き
が 

見
ら
れ
、
:'
-ー>八
四
.七
年
，.の
夏
沐
ン
ド
ン
に
好
い
て
第
ー
麗
会
が
開
か
.れ
た
0
: 

こ
の
舍
合
に
よ
：っ
，て
共
産
主
義
同
盟

(
D
a
s

 B
u
n
d

 der K
o
m
m
u

B.s
t
e
e

 

が
建
設
^
れ
，
.

こ
れ
に
よ
.：ツ
て
；び
喪
ダ
ス
おJ:
:
び
.エ.
シ

ー

ゲ
ヘ
ル
ぃ
ス:<
0
科
学
的
社
会 

:主
義
が
.、
£

ィ

ト
ン
：ダ
や
：プ
ル
r

'K
等
の
空
想
的
社
会
主
義
を
圧
倒
.し
た

•

.'
六
七
.
：

C 
五
一 i 
七
.

)

.

.



の
で
あ
る
。1

の
.卞
ィ
：ッ
ゼ
は
々
イ
ト
リ
シ'グ
の
'空
漶
的
社
会
至
義
、：：
マ
ル.
'

.
ク
ス
お
.よ
び
エ
シ
ゲ
ル
ス
：の
斜̂
§
社
会
主
義
の
ほ
'か
に
;:
>
.

)

モ
'!
'ゼ
.ス
.
•
.
ベ

. 

ス C
M
O
S

.QS H
e
s
s
)

や

,*
丨

ル

.

/
リ-x
'
lン
：(Karl .Griin )

に
よ
っ
て 

代
表
さ
れ
る
真
疋
社
会
主
義

(der W
a
h
r
e

&3
§
&

:&
日
§)

ぃ;>
か
3

1

.派 

.が
あ
っ
た
が
、
彼
等
：は
、.•マ：
ル
ク
ス
と
同
じ
く
 

<

3ゲ
ル
.左
派
ね
属
1;
、
ハ

空

想
. 

柄
社
会
主
義
か
ら
影
響
を
ぅ
け
た
。：
だ
が
観
念
論
を
清
算
す
る
こ
と
が
で
き
な 

か
b
た
た
^
次
第
に
科
学
的
社
金
主
義
に
と
タ
て
代
ら
れ
る
に
至

っ

た

。

,
こ
：，

0
よ
ぅ
に
し
：て
、
上
か$
の
、
-'
.労
働
者
^
た
：い
ザ
る
§

主
義
的
沒
啓
蒙
'.
. 

.と
宣
伝
：が
活
靡
牝
す
る
に
従
っ1て
、
'労
働
者
階
級
め
侧
か
ら
の
運
動
も
目
立
っ'.
' 

て
き
セ
。
と
く
に^
八
因
迪
年
ゾ
シ
レ
ジ
ァ
の
手
織
エ
が
問
屋
か̂

け̂
て
い
：

た
残
酷
な
■

に
对
杭
す
る
た
：め
/>
暴
動
を
淞
と
-1
.、
.'
-
‘ま
た
同
じ
哗
、,:
ボ
.へ
，
ミ： 

ァ
め
更
紗
猫
染
エ
爲.
.：多
べ

の

帮

で
^

り̂
暴
動
に
起
ち
出

>々 
瞥
察
と
軍
ノ
一 

隊
に
よ
.つ
て
弾
圧
さ
れ
た
时
れ
ど
も
、'-
'
こ
れ
ら
の
蜂
起
ば
、'亥
©
階
級
に
大
き：： 

な
衝
擊
を
あ
た
え.た
。
：
脆
弱
な
基
盤
妁
上
に
立
ヴ
ド
ィ
ッ
へ
の
塵
業
ブ
へ
ル
泛
ョ

.

K

 

- 

T
丨
は
、
；
こ
れ
ら
の
事
件
に
驚
愕
す
る
と
同
時
に
ハ
こ
れ
が
対
策
を
真
剣
に
考 

え
た
：こと
は

い

ぅ

ま

で

も

な

い

.
。.す
な
：わ
ち
ニ-:
::八
四
四
年
十
月
、
：：^:
ル

リ

ン

.
で
べ 

麗
同
盟
国
の
会
議
が
行
わ
れ
た
が
、
.
.そ
の
席
上
、
：.産
業
資
本
家
の
間.か
ら
、

— I
手
H

M
-.
1
-
0よ
.び
工
場
労
働
者
福
祉
協
会

」
c
v
e
r
e
i
g
f
i
i
r

 des W
o
h
l
d
e
r

 

Ha:ad

丨un
d

 F
a
b
r
i
k
s
a
r
^
iter)

建
設
の
よ
び
か
ー
け
が
行
わ
れ.た(

8
8,1
5
び

、
 

丨56)
。

凇

く

れ

た

：
ド

ィ

ッ

：
で

も

、

も

っ

と

も

早

-:
<
^
資

本

玉

義

的

発

展

が

見

ち

れ

.
 

た

ラ

ィ

シ1フ
シ
ド
地
方
で
は
へ

」

-:
-八
四
0
年
代
，に
は
労
働
者
と
^
本
家
と
の
間 

の
！
：

争
が
次
第
に
は
げ
し
く
な
り
、
す
で
に
相
互
抉
助
的
な
：

i

的
な
団
体

(
G
e

oqenseitigen Hilfs-und wildungs-vereilo

が
発
展
し
て
い
た
。

力
ン
プ
：■ハ
ゥ
ゼン
p

.

o
e>
日
P
J
J
P
d
CQ
s

y
の
よ
ぅ
な
開
明
的
な
ブ
ルジ
ョ
ア 

.ジ
ー
は
：、，
こ.■の
労
働
者
の.自
主
的
な
運
動
に
努
力
し
た
が
、
.
，こ
れ
が
や
が

て
ジ 

.

ギ
.
コ
；
ハ
シ
主
義
的
か
脅
威
と
：な
る
と
と
一
を
お
：そ
れ
た
多
く
の
ブ
ル
ジ

ョ
"

ア
ジ
ー
 

ば
、_労
働
者
の.加
：人
を
さ
ま
た
げ
ク
そ
の
会
員
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
た 

め
に
、
会
費
年
額
一
〇
グ
ロ
ッ
シ

ュ
ン
以
T
の
場
合
は
、
そ
の
設
立
を̂
め
な 

い
こ
と
を
.公
言
し
た。

，
_ ,

,

:
£\
:

:办
ら
が
：.や
が
て
、.さ
.ぎ
に
0
:ぺ
た
国
^
§
な
結
び
つ
含
を
有
す
石
共
産
主 

義
者
同
盟
の
釔
め
の
下
部
組
織
と'な
•マ
た
'の
で
あ
る
が
、
：
個.々
の

組

膏

体

の
. 

そ
も
そ
も
の
目
的.は
、
..会
員

相
:5
:
の
教
秦
を
た
か
め
る.こ
.と
^
あ
っ
た
の
で
あ 

る
。
だ
が
家
内
工
業
の.没
落
と
手
エ
醫
働
者.の
低
下
す
る
.生
.活
水
準
.：の
結 

巣
、
'焱
員
负
5:
;
ぢ
手
.

H

 

.
(
H
a
n
d
-
w
e
r
k
s
g
e
s
e
u
e
l
o

b -
し
め
る
比
率 

が
次
第
に
多
く
な
っ
て
い:̂
た
。
.す
で
に
一
八
四
〇
年
に
は
_べ
ル
リ
ン
に
お
い 

て
と
め
種
の
麗
が
見
ら
れ
た
が' 

:
ー：<
四
：芄
年
、

ハ
ゾ
ブ
冷
グ
の
労
働
者
教.
 

育
協
会
'

(
B
i
l
d
u
n
g
s
-
v
e
r
e
s

は
、
四
：五
-—
-1

人
の
会
員
を
擁
し
て
お
り
、
そ 

:

の
加
入
者
の
職
別
の
主
な
も.の
は0

ぎ
の
ど
お
が
で
；あ
：っ.た
。
す
な
わ
ち
、
家 

、
具

肺

；
一

九

セ

，

'左

官
1
'eg
、
：裁

縫

エ

三

へ

孑

飾

六
、
；
鍵
則
姉
.一.：：
七
、
：
印
刷H

五
そ
め
佌
で
為
っ
，た:0
'
翠T

A
S
I六
铝
には
、

こ
.の
よ
5
な
篇
者
の
組
織
は
.マ
.グ
デ
ブ
ル
グ
、
グ
オ
ル
デ
ン
ブ.ル
グ
、
ラ
ィ
プ 

ッ
：ィ
ビ
、.マ
'ン
. 

<
 

ィ
み
办
ど
ぬ
生
れ
た
：が
、
マ
グ
デ
ブ
水
グ
の
手
工
！
^

®

協 

0

'

(

K
w-
n
d
w
e
r 

k
e
r
v

 e
r
e
i
n
)

を
例
.に
と
る
ど
、'会
員
の
ぅ
ち
親
方
とp
\
と 

の
比
率
は
つ
ぎ
の
表
の.通
り
で
，あ
-?
.
.

た
：.
(

数
字
：はK

f:o
b
e
r
m
a
k
a
;

 

s. m

•の職親 
比人方 
率とと

合

計

:職 

入

.親

方
y
/ 年

■ 七

jrr*t

七、
七
七

c r >
o

i

年

プし
四
t e a

プし

o
g

八
四
五

八
四

華

五
七
九
九

3ES：[ 
g Jts

g -

九
3£Ĉ
六

九

. 5
一 .
八

c r >

八
, -3E l

八
四

車 

5 箪
増か 
加ら
率7C

ぉ
Z V

セ

に
J： 
る 
• o

-
i
の
表
に
ょ
？
て
明
ら
が
，な'ょ
う
に
、
会
員
全
体
の
数
は
、
.こ
の
四
年
間
に 

五
倍
し
が
増
加
し
な
か
つ
た
し
、
ま
た
親
方
の
会
員
数
ネ
ほ
そ
ん
ど
み
る
べ
き 

変
化
が
な
か
つ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
職
人
の
会
員
の
数
が
い
ち
じ
る
じ
い 

膨
脹
を
示
し
て
い
る
の
は
、.彼
等
の
生
活
条
件
が
急
激
に
悪
化
し
、
そ
の
た
め 

に
団
結
へ
の
意
識
が
目
覚
め
た
結
果
を
示
す
何
ょ
り
の
証
拠
で
は
な
い
だ
ろ
う 

か
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
会
員
の
な
か
か
ら
、
シ

ユ

テ

フ

ァ

ン
‘
ボ

ル

-ン 

(stjephan B
o
m
)
，

や

フ

リ

ー
ド

リ

ッ

ヒ.

レ

ス

ナ

ー(l̂
ciedlich 

L
e
a
n
e
r
)

也
ど
の
労
働
運
動
の
指
導
考
か
瑰
わ
れ
た
の
.で
あ
る
。
'
•
.

こ
の
，ょ
う
に
し
て̂

主̂
義
^
動
は
、
空
想
的
な
要
素
を
お
.び
な
が
ち
も
労 

働
者
次
衆
に
漫
潤
し
、
や
、办
て
マ
，ル
ク
ス
お
ょ
び
エ

，

ン
ゲ
ル

ス

の

科
学
的
社
会 

主
.
ガ
登
場
寸
る
か
で
あ
る
が
、.f

八
四
八
年
の
ド
ィ
ッ

【1
:
1
_

命
そ
の
.も
め 

は
、
労
働
者
階
級
や
小
ブ
ル
ジ
ョ

ア

お

よ
び
開
^
：

g

な
ブ
ル
ジ
3

.ア
ジ

—

あ
，る 

い
は
ま
た
中
小
商
工

W
?

な
ど
の
広
汎
な
大
衆
：に
ょ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
と
し
. 

て
勃
発
し
た
の
で
あ
っ.た
。
革
命
，の
進
展
と
と
も
に
各
階
級
の
利
害
の
搿
立
は

ド
イ
ツ
三
月
革
命
に
お
け
る
.労
働
者
階
級
の
役
割

ど
.の
よ
ぅ
に
あ
ら
わ
れ.て
ゆ
く
か
、
革
命
の
成
果
を
擁
證
し.よ
ぅ
と
す
る
側
と
、 

革
命
勢
力
の
進
出
を
お
そ
れ
、

C

ゲ
モ
：

>1 丨

が
そ
の
宇
に
お
ち
る
の
を
警
戒
し
、 

今
ま
で
の
敵
、
、封
建
勢
力
ど
妥
協
し
、
ひ
た
す
ら
反
動
化
し
て
ゆ

v

階
級
、
そ 

し
て
ま
た
：こ
の
両
者
の
は
げ_し
.い
階
級
闘
争
の
間
を
浮
動
す
る
階
層
と
の
関 

0
 

.な
が
で
-峯

命

の

書

過

程
^
本
い
て
、
：T
:イ
ツ
の
霞
者
階
級
は
ど
の 

よ
3
な
役
割
を
果
U
た
か
、パ
こ
の'点
に
：

0
,

い
て
オ
ベ
ル
マ
ン
の
見
解
を
中
心

に
考
察
す
る
こ
と
，
.と
.し
上
ぅ
。

...

• 

• 

.. 
.
1
' 

/
' 

. 

.

.

.

.
'

(

1)

. Franz.'^eHrixlg.;

.

 

..Karl .Marx, 

.Geschich.te 

seines 

.

.

L
e
b
e
n
s
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一k

六
1

.

1

五
七
頁
。

.

.
ワ

イ

ト
リ
ン
：グ..は
プ
ル
.
.丨
.ド
ン
と
と
も
に
、最
初
.

は
マ

.

.ルク
ス
.に
高

く

.

.

.

, 

■

■.

:

評
価
.さ
れ
て

い
.た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
•

結
局
、
K
ィ
ッ
-の
手
工業
職
人
以 

ノ
.上
に
で
な
か
つ
た」

と
い
わ
，̂
る
。
 

-

0

「

ド
イ
ツ
の
■ブ
ル
ジ
；i3
ア
ジ
ー

が
反
政
府
の
旗
^
を
あ
き
ら
か
に
し
た
の
は
、

:

一，
八
四
〇
年
に
、
す
な
わ
ち1
，八
.：L

五
年
の
神
聖
同
盟
の
創
立
者
中
の
最
後
の 

生
残
者
で
：あ

？
た
プ|3
..シ
ヤ
の
先
代
め
国
壬
が
死
ん
だ
と
き
に
は
じ
ま
る
と
い 

つ
て
：よ
い
で
あ
ろ
ぅ1_
。
土
ン
ゲ
ル
ス
が
の>べ
て
い
る
よ
ぅ
に1:
<
四
0
年
代 

.の
ド
イ
ツ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、
.
老
朽
化
し
.て
い
ザ
时
ち
破
る
よ
り
ほ
か
に 

救
^：

よ
ぅ
め
.な
い
プ
ロ
シ
.ヤ
の
制
度
に
絶
望
し
、何
よ
り
も
ド
イ
ツ
の
統
一
と

、
 

貴
族
お
よ
び
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
と
の
協
定
：の
途
上
に
お
い
て
、
出
版
及
び
集
会 

.

.••
,: 

:

-

六」

九
.
，
£
: 
ニ
：九)



の
自
由
を
得
る
こ
'ど
を
期
待
1>
た
。
し
：か
.し
彼
等
は
、漸
進
的
な
合
法
的
な
発
展
, 

を
望
ん
だ
け
れ
ど
も
、
寧
命
を
望
ん
：で
.い
た
の
せ
.は
な
か
v

^(

s
s
.oo
6
r
-
8
7
 ̂

当
時
の
プ
ギ
シ
ャ
め
状
態
を
階
級
関
係
ゼ
戈
ャ
て
あ
ら
わ
す
な
ら
ば
尸
㈠
斷
べ 

壬
を
中
心aj

す

か

怜

衞

盼

か

知

渺

、
於

か

わ

沪

评

齋

貪

き

-
肖
新
殿
赠
奶
や
し
で

' 

o
産
業
ブ
.ル
ジ
.,a
ア
.
.
ジ

I
—7

彼
等
は
封
建
勢
力
'に
対
決
す
る
方
を
%-
た
..
な
か
，

っ
た
け
れ
ど
も
、
封
建
遺
制
を
耐
え
が
た
い
桎
梏
と
感
じ
て
い
た
。̂

pi
'

. 

級
と
し
て
の
中
小
商
工#

#

|锨
等
は
菴
命
的
な
闘
争
に
あ
た
っ
て
決
定
的

. 

に
重
要
な
役
割
を
演
じ'た
階
級
で
あ
っ
■た
。
ド
ィ
ッ
は
資
本
主
義
的
発
展
が
：杉 

く
れ
て
い
た
結
果
、
都
沛
に
は
ブ.ル
ジ
3:
ア
ジ
I
と
工
業
労
働
者
、
す

な

わ

ち

プ. 

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
の
間
に
介
在
す
る
独
立
•

の

手

工

，

や

小

商

入

が

数
 

.多
く
住
ん
で
い
た
。H
エ
务
プ
ロレ

：：

タ
U
ア
い
い
I

近
代
的
な紡

！！

エ
塲
や 

織
物
エ
場
ノ
あ
る
い
は
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
の
金
属
工
業
な
ど
に
雇
わ
れ
て
い 

た
が
、
そ
の
数
は
比
較
的
少
な
か
っ
た
。

善A>
知

，
：
^

^

!

—

近

代

的

な
 

エ
場
に
屉
わ
れ
て
い
た
少
数
の
エ
寒
労
働
者
を
別
と
す
れ
ば
、
.労
働
者
階
敬
の 

大
部
分
ば
手
工
寒
労
働
者
で
あ
っ
て
、
ッ
ン
ブ
ト
的
な
茭
配
の
も
と

.に
あ
り
、 

徒
弟
と
職
人
、
職
人
と
親
方
と
の
関
係
は
、
身
分
的
な
制
度
に
よ
っ
て
拘
束
さ

' 

れ
、
ま
た
職
人
か
ら
親
方
忆
な
る
途
は
、
次
第
に
狭
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

㈥
罾 

-民——

こ
'の
階
級
は
複
雑
で
あ
る
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
に
よ
れ
ば
第
—*
に
幾
人
か
■の 

農
準
労
働
者
を
屜
用
す
る
比
較
的
富
裕
な
農
業
経
営
者
>>
す
な
わ
ち
大
農
.お
よ 

び

中

農(Gross u
n
d

 Mittel B
a
u
e
m
)

と
呼
ば
れ
る
階
層
、
，つ
ぎ
に
、 

フ

ラ

ン

ス
革
命
の
影
響
の%:
と

.

に
、
.
主
と
し
てラ
ィ

ン
.州
.に
.誕
生「

し
た
独
立
..の 

小
自
由
農
が
あ
っ
た
が
、
彼
等
は
封
建
的
負
担
を
金
で
賈
っ
た
た
め
、
自

ft
と

: .

は
名
ば
か
り
で
高
利
貸
の
搾
艰
に
苦
悶̂
て
い
た
。
：第
1
1
1
に
封
建
的
小
作
人
で 

::
■あ
る
が
、
彼
等
は
領
主
：の
土
地
を
耕
す
か
：わ
り
に
、

：

代
々
、

一.定
量

.の

労

役

を 

は
た
さ
な
け
れ
ば
办
ら
な
が
：：っ
.た
0
最
後
に
農
i

働
者
が
い
た
が
、
こ
れ
は 

■ま
^
複

雑

な

を

な

し

て
'.い
た
.0
:オ
ー
べ
ル
'マ
1ゾ
に
よ
れ
ば
、
.(^
召
使
お
よ

び
雇
人(

D
i
e
n
s

fie
u
t
e Oder Feid

oq-esindey 

彼
等
は
土
池
.を
も
た
ず
、 

領
主
.に
.た
い
し
.て
契
約
的
な
雇
用
関
係
に
あ
り
、
そ'の
仕
事
は
、
領
主
の
家
屋 

敷
.お
よ
び
耕
地
に
限
ら
れ
、.彼
等
の
身
分
：そ
の
も
の
は
多
か
れ
少
な
か
れ
そ
れ 

に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
、た
。
そ..の，代
り
彼
等
は
小
さ
な
庭
の
あ
る
住
居
を
も
ち
、 

一
定
の
賃
金
を
え
てU
た
6
⑶
小

屋

住

み

お

よ

び

日

雇

い
C
& 

H
e
u
e
r
l
i
a
g
e
)
、

彼
等
は
、
家
%'
土
地
も
も
た
ず
、
ま
た
一
定
の
雇
用
関̂も
 

結
ば
ず
、
.家
を
借
り
て
往
んで
い
た
た
め
、
.生
き
る
た
め
に
何
ら
か
の
仕*
を 

さ
が
さ
な
け
れ..ば
な
ら
な
か
.っ
た
。
-'

.

以
上
.は
、

1
:
<四
八
年
の
ド
ィ
ッ.に
お
け
る
階
級
関
係
を
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
と 

オ
ー
ベ
：ル
：マ
ン'0
説
を
参
照
し
.つ
つ
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
革
命
以
前
の 

，
労

働

者

階

級

の

^

を̂
表
に
.あ
ら
.わ
し
て
み
よ
ぅ.(

数
字
は
、Qb

e
r
ma.rm j 

s.. 2
8

に
掲
げ
ら
れ
た
も
の

)

。

次
の
表
が
ら
明
ら
か
な
如
く
、--
*
八
一
.
六
年
か
ら
 
一
A
四
六
ま

.で
の
三
〇
年 

:
間
に
お

い
て
、
戈
場
労
働
者
の
数
ぼ
飛
躍
的
に
増
大
し
つ
づ
あ
っ
た
と
は
い
え
、 

農
業
货
働
者
の
数
に.比
べ
る
な
ら
ば
、':
-ほ
：と
ん
ど
そ
の
三
分
の
一
で
ち
り
、
ま 

た

「

ゲ
ジ
シ
デ」

：；と
呼
ば
れ
だ
：召
使
も
し
く
は
雇
人
が
か
な
り
の
数
を
占
め
て 

い
た
こ
と

は
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
労
働
者
階
級
の
ぅ
ち
に
占
め
る 

X
場
労
働
者
の
比
率
、が
少
な
：かづ
た
.と
：い
う
こ
^
が
：、
や
が
て
こ
のブ
ル
ジ
ョ

ァ
舉
命
を
不
徹
底
に
終
ら
せ
る
に
至
っ
た
大
き
な
原
因
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。 

さ
て
苹
命
の
ぞ
も
そ
も
の.発
端
は
、

フ
ラ
ン
ス
のZ:
月
革
命
の
.影
響
に
ょ
ヮX 

点
火
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
：前
兆
は
、
す
で
に
早
く
か
ら
お
：こ

っ
て

い

た

。

増六か一  

年ら八 
加ま 一*一 

で八六 
率の四-’年

八
四
六
年
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八

•■し

年

八

o
t r a

m 動
ノ ’ 者 
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.セ
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ト

V

七
C D

§

p g せ賃農 
|d H j f l q 金 業

^ | | 1 £

パ ー  

1 ヤ 
セ若 
ン 

ト
O
八

«_»•»* "

j E u

九
八

宏 召  

恩
1 使

.. 一 . '
_

1 O

セ 叫

ト

蔻

3K,
r a

八
六

獅
s g  ^  &労 
货1 目す働

写 者

パ — :

丨；
セ 八

. . . .ン 
ト

S

四

七

cr?

及手 
びェ

| _  

0  P ， 習

ブ
ル
ジ
ー
ァ
階
級
は
、
政
権
を
掌
中
に.お
さ
め
、
®

の
政
治
的
支
配
を.確
立
： 

す
る
た
め
に
必
要
な
渐
じ
い
憲
法
の
、
|

、
：出
跃
の
自
由
、
陪
锟
裁
判
な
ど
を.
 

要
求
し
て
い
た
'0
す
な
わ
ち
封
建
的
大
晰
生
を
除
く
富
裕.な

市

民

階

級

—

-
産
 

業
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
、/腐
人
、
中

小

ゴ

響

な

ど|

は
、)

何
よ
り
も
就
し
い
. 

憲
法
、
従

つ

て

辑

的

な

議

会

制

度

を

譲.に
欲
求
し
て
1>
-た
。
.ま
だ
.一..方
労 

働
者
階
級
は
ひ
ど
.い
低
賃
金
と
劣
悪
な
労
働
条
件
に
よ
つ
て
そ
の

^
活
は
極
度 

に
窮
迫
し
、

：

社
会
主
義
.と
共
産
主
義
の
学
説'の
食
か
に
自
B
の
解
放
を
求
め
：，て 

い
た
。
‘

.

:

' 

- 

.従
つ
て
^

^
の
第
一
段
階
は
.ま
ず
封
建
的
な
勢
力
に#
す
る
ブ
ル
ジ
タ
ァ
及 

び
小
ブ
ル
か
ョ.
.ァ
階
級
と
蕩
者
階
級
の
共
同
の
闘
争
冬
し
て
は
じ
孕
っ
た
。

_ 

. 

ド
イ
ツ
三
月
革
命
に
お
け
る
労
働
者
階
紙
の
役
割

ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ
ー
は
封
建
的
諸
制
度
の
圧
：迫
に
た
い
す
る
憎
悪
と
反
感
か
ら
、 

ま
た
勤
労
階
級
：は1
A四
七
年
の
'恐
慌
の
結
果
と
：

M
フ
ゾ
ス
の
.

一j

月
革
命
に
刺 

戟
さ
れ
：て
起
ち
土
：マ
た°
三
：

E
3
-
H

日
、
..
ゥ
ィ
ー
ン
に
暴
働
が.お
：こ
っ
た
が
、 

や
が
ズ
べ
ル
リ
ン
に
波
及
し;
"軍
隊
.と
.

の
間
忆
®

戦
が
行
わ
れ
た
0
狼
狽
し 

.た
国
玉
_

'

_権
や
此
版
柯
よ
.び
集
会
の
|

に
つ
い
て
：譲
歩
し
た
の
で
、
一
 

ブ
ル
ジ
：'ョ
ァ
ジ
.丨
は
m ;
命
の
目
的
が
終
-?
-

(

た
も
の
と
考
え
、
む
し
ろ
大
衆
の
軍 

隊
に
た
.い
ず
る
觀
の
は.

げ
b
さ
、
：
。！\

」

ロ
1/
.タ
リ
7
1

ト
の
'素
的
な
慮
識
の 

昂
揚
に
恐
怖
心
を
い
だ
い
た
。
。ハ
ゾ
の
ニ
月
革
命
に
お
い
て
、
労
働
者
階
級
が 

革
命
的
勢
カ
と
し
て
登
場̂
、：

ル
イ
.

イ̂
リ
ッ
プ
を
追
放
し
て
：フ
ラ
ン
.ス
共 

和
国
を
成
^
冬
せ
•る
..の，に
障
大
'な
^15

を
果
し
.た
と
..い
ぅ
事
実
、
..し
力
も
そ
れ 

.に
則
戟
さ
れ
て
、.
.ゥ
ィ
ー
ン
に
暴
動
が
お
：こ
り
、
'
',
さ
ら
に
ド
イ
ツ
の
諸
小
画
の 

首
都
^
も
多
か
れ
少
な
が
れ
暴
カ
的
な
性
質
の
動
乱
が
お
こ
マ
た
の
を
目
の
あ 

た
り
見
た
と
き
、
ブ
ル
ジ3
ア
^

^
に

と
,-
?
て
は
、
' パ
リ
の『

無
政
府』

の
場 

面
が
く
り
か
え
さ
：れ
厶
危
険
が;^
し
せ
ま
っ
て
い
た
。
以
前
の
意
見
の
不
一
致 

は
い
.っ
.さ
'い
消
滅
^
、
勝
利
し
た
労
働
者
は
ま
だ
彼
等
自
身
の
独
自
の
要
求
を
. 

0

 |

つ
提
出
b
て
.い
な
か
っ
た
^
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
労
働
者
に
対
抗
し 

て
多
年
の
敵
味
方
が
連
合
し
た
。
そ
し
て
.、フ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ

ー

と
転
覆
さ
れ
た
制 

度
の
.支
持
者
た
ち
と
の
こ
の
同
盟
ば
、
ベ
ル
リ
ン
の
バ
リ
ケ
ー
ド
か
ら
ま
だ
煙 

.の
'き
え
や
ら
ぬ
ぅ
ち
に
，む
す
ば
れ
た.0
.力
.ソ
.。

t
v
.

ハ
ゥ
ゼ
ン
、と.
.ハ/ン
ゼ
.マ.ゾ
が
机 

開
を
び
き
d
け
た
こ
.と
に
上
■っ
就
、
第
：

r:

段
階
は
、
ブ
ル
ジV
ァ
階
級
と
封
建 

的
氛
ガ
と
の
妥
協
荀
合
を%'
ヴ
^
終
り
を
つ
げ
た
。
:
:
.へ

:

:

こ
れ
^
つ
ハ
て
：オ
ー
べ
：ル
今
ン
は
、「

ド
イ
ツ
三
月
革
命
の
闘
争
に
お
け
る

•

.
七

一

，

(

五
：三
一)



決
定
的
な
力
は
労
働
者
階
級
で"ぁ
^
た

.。

.：
心

 

：
：

.'
■'い
な
か
っ
た
し
^

_

.の
指
導
権
を
猩
る.ほ
ど
充
分
に
組
織
ざ
れ
て
い
な
か--
-
'.
> 

た
0
;:
そ
れ
ゆ
え
に
^
&良
階

級(
K
i
e
i
n
b
u
r
g
e
r
)

と
o'
共
亂
闘
争
を
必
要
と. 

し
た
办
で
ぁ
^
。
4
”方
小

麗

階

級

は

、-;
.労
_
者
階
級
の
革
命
的
：な

カ

を

利

用.
: 

し
よ
％
么
し
た」
と
の
べ
て
い
る(S

S
'
1291130) 。

し
か
し
、
こ
.こ
で「

決 

定
的
な
力」

、
&
a>0&

g
^
e
i
d
e
n
d
e
,

. 

K
r
a
f
t

ょ
と
い
う
の
は
、
革
命
的
な 

®

の
な
が
に
お
い
ヤ
で
ぁ
っ
て
广
^

^

体
を
動
か
ず
找
ど
の
勢
カ
で
ぁ
っ

- 

た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
0
:
#故
：な
ら
、.前
節
で
み
.た

よ

うr 

に
、：

ド
ィ
ブ
め
労
働
者
階
級
は
前
近
代
的i

識
を
も
つ
手
に

.よ
っ
.
. 

て
し
め
ら
れ
て
い
：无
か,
で
ぁ
る
，
す
.な
わ
ち
^
市

緣

敝

：©.
敦
が
：多
く
、
^

等
.は
.国
民
：の
も
づ
：.と
も

不

安

定

；な

階

層

(
„
d
e
r
: Imsicilerto

td
fD
s-
目

'̂
«»
& 

des 

. 

v
o
i
k

fD
'

s
,v
5
:で
あ
り
、
無
教
育
の
国
民
を
代
表
す
厶
の
だ
：

.と
：い
う
自
負
心 

と
、.所

有

関

係

：
の

変

::
1
|に
尤
い
す
ぢ
極
度
の
瞥
成
心.と
を

抱

き

：
：
：

(

^
1
3
4>、
：
で
 

;ル
ジ
3
.ア
ジ
.丨
と
の
'‘利
軎
の
.対
立
.を
お
そ
れ
る
と
と
も
に.、
：プ
ロ
.レ
タ
.リ
テ
.'

—

:'
... 

ト
を
猜
疑
し
、
そ
の
革
命
的
な
力
を
恐̂--
わ
た
。
'た
と
え
：ば 

一
±.
.消
費
都
市 

ゥ
ィ
ー
ン
に
お
少
て
は
、
製
造

H

業
は
貴
族
階
級
：や
宮
廷
の
消
費
龙
か
知
で
に 

し
.て
い

た

た

め

、
.
.
革

命

の

^
発
に
よ
っ
て
貴
游
階
敬
が.逃

亡

し

た

結

果

、

.:
そ

の 

需
要
が
止
？
た
こ
と
は
商
工
！̂
！に
た
い
し
て
*
|
<
含
か
痛
手
之
'じ
て
作
用
し
、

.

「

一

方

の

と

さ

わ

ぎ

ず

き

の

学

生

な

ら

び
に

労

働

考

と

の

間

に

^
る 

冷
淡
さ
が
う
ま
れ
た.

1 。

こ
の
よ
う
■に
革
命
を
左
右
す
る
上
で
：大
き
な
力
：と
な 

っ
た
の
は
、
.第
一
段
階
と
.
1
.て.の
三
月
一
-A
日
の
革
命
に
お
い
て
は
、'..
小
市
民 

階
級
で
ぁ
：フ
た0 

: 

.
ゾ

:

.

.

.

:

r
封
建
勢
力
.と
ブ
：
ル

ジ

ョ

.
ア

階

級

と

，
の

妥

協

、

'小
ブ

：
ル.ジ
ョ
ア
の
労
働
者
階
級 

:
:
:
へ：'め
猜
疑

^
利

害

の

対

立

，
は
い

.

.
K

P
レ

タ

リ

ブI
'h
.を
絶

望'と
憤

撤

に

お

.
と
し 

:
'い
れ

、
；
さ

知

に

革

命

を

第

1
ー

段

階

へ

発

展

せ

も

め

た

。
' 一：
八
四
七
年
の
恐
慌
に 

一：よ
.っ
そ
低
賃
金
1
洗
業
に
さ
^
さ

れ

た

労

働

者

は

、
，普

通

選

挙

権

を

要

求

し

、
.

:

^
ン
を
求
め
沈
、
',
ア
/\
&
<
^
1
1
1

月

-*
1
,-
3
日
夜
い
^

.た
0、
そ
し
で
同
じ
晩5:V
.
Jの
革
命
的
^

^
を
憂
窻
し
：た
開
明
的
な
ブ
ル
ジa 

ア
ジ)

';
!
は
、
：.费
働
者
階
級
の
不
満
を
和
ら
：げ
そ.れ
靡
を
弱
め
る
た
め“に
、
革 

命
の
成
果
を
擁
護
す
る.ど
称
し
、
：

f

政治的な

ク
；；

フ

し

、生
産
上 

^
よ
る
賃
金
の
値
土
げ̂
労

働

時

間

の

短

縮

を

訴

え

た

、
：

(

8
8
'
1
4
T
1
4

*3
。
こ 

■
れ
に：

た
い
し
霱
者
階
級
は
、
当

月5
ハ
&
、

一
 
〇
、
0

0

0か
ち
ニ

〇
、
.
0
. 

0
0人
©'
■

者
が
賃
金
^

4

げ
を
要
求
U
て
：抗
_

佘
を
疔
い
、
支
配
階
級 

'.
を
文
字
逋
ゥ
震
撼
エ
た
。
：
プp»
レ
ー'タ
”
ハ
丨
ド

^ :
ぃ
わ
か
#
如
か
#
か
か
掛
い 

手
.と
し
.て
登
場
す
る
に
至'-
.
?
:
だ
。
そ
：し.て
彼
等
は
、
そ
れ
を
自
分
た
ち
の
革
命 

.如
見
な
3
た
の
で
あ
る
。'
:办
く

し

て

三

月

ー

ー

六

日

以

^

^

命

は

第

三

段

階

に

入
 

“

た
。
.
,■. 

- 

- 

; 

-.

,

:こ
の
時
期
^
後
、
ド
イ
ツ
の
労
働
®

級
は
革
命
の
担
い
手
と
し
て
た
く
ま 

し
く
登
場
す
る
よ
ぅ
に
な
る
。
—
八
因
八
年
の
終
り
、
マ
ル
ク
ス
お
よ
び
エ
ン
、ゲ 

:
ル
.ス
^
、
.典
産
注
義
同
盟
本
部
の
名
の
も
と
杧
：
有
名
な「

ド
イ
ツ
に
お
け
る 

典
産
党
の
要
求
1_
_G,Forde;rul?.geII der K

0
I
m
n
u
:
n
4
s
t
i
s
c
h
s

 Paxtei 

in D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
。
)

を
発
表
し
た
。
そ
れ
は
一
七
項
目
か
ら
成
っ
てい
た 

が
、
そ
の
重
要
：な
.も
の
を
あ
げ
る
と
つ
ぎ
の
.よ
ぅ
な
：も
の
が
あ
？
た
。

'
B
.
.
全
ド
イ
ツ
.を
単
'.一..不
可

分.の
共
和
国
と
宣
言
す
べ
き
こ
と
。

;

3
T

抓
罰
を
ぅ
げ
.た
こ
と
の
な
い
ニ
ー
歲
试
上
の
ド
ィ
ッ
人
は
、
す
べ
て
蜜 

挙
権
な
ら
び
に
被
選
挙
権
をH

 

.

■肖
国

民
ff
e
'表
に
は
給
料
を
支
払
い
、
労
働
者
も
ま
た
ド
ィ
-ッ
国
民
議
佘
に 

,
,議
席
を
も
ち
ぅ
る'こ
と
。

.
H

全
国
民
の
武
装
。
 

.•

■
㈤

裁
判
は
無
料
と
す
る
。

:
料
こ
れ
ま
で
農
民
住
民
の
重
荷
に
な
っ
て
い
た
い
っ
さ
い
の
#
建
的
負 

•
.担
、
す
な
わ
ち
い
っ
さ
い
の
賦
課
、
-
賦
役
、
.十
分
の
一
.税
等
は
い
な
ん
ら 

の
賠
償
な
し
に
廃
止
す
る
。

㈦

B侯
そ
の
他
の
封
^g

領
地
、
.す
べ
て
の
鉱
山
、.炭
坑
等
を
国
有
に
す 

§
J

と
。
そ
れ
ら
の類

で

は

、
農
業
を
国
1

体
の
，利
益
の
た
め
に、
.

:

.大
規
模
か
つ
最
新
式
の
方
法
を
も
ケ
て
経
営
す
る
こ
と
？

 

*

最
初
の
七
項E

だ
け
あ
げ
た
が
、
そ
れ
以
下
の̂
目
に
お
い
て
マ
ル
ク
'ス
お

よ
び
エ

ゾ

ゲ
ル
ス
.は

、

銀
行
の
碧
化
を
は
じ
め
、ン
鉄
道
、

「

震

、

「

唐

道

路
、
郵
便
等
の
国
有
化
を
主
張
し
、
ま
た
教
会
.の
国
家
が
ら
の
完
全
な
分
離
、 

相
続
権
の
^

^
ぞ
消
費
税
の
1

龙

よ

び

高

度

の

累

進

税

の

実

施

ク

あ

：
る
い
ー
.
は 

国
民
教
育
，の
無
料
実
施
や
国
営
工
場
の
建
設
な
ど
を
要
求
し
て
い
る

。-'
.
:•
.

こ
れ
は
共
産
党
宣
言
の
理
論
を

T

層
绝
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
び
、
：
.：マ
'ルV

ク
ス 

お
よ
び
土
'/
ゲ

/k
ス
は
こ
.れ
ら
の
諸
^

^
の

貧

徹

に

全

力

を

つ

く

す

：
こ
：
と
，
こ 

そ
、
ぃ
ド
ネ
：

K

か
プ
ロ
レ
タ
リ
ァI
ト
と
小
ナ
ル
ジ
ョ
ニ
ァ
階
級
お
よ
：び
&

の
利 

益
で
あ
る
こ
と
を
醫
し
ズ
い
る
が»>
プ
ロ
レ
タ
ル
ア
ー
ト
は
こ
れ
を
如
か
に 

'し
.て
迎
え
.た
.か
と
い
.え
.ば
、._...

封
建
的
な
#:
制
，.に
.緊
縛
さ
れ
て
..い.た
農
民
.あ
よ
ひ
.；
 

:

* 

.
ド

イ

ツ111

月

苯
命
に
お

け

：
る労
働
者
階
級
の
役
割.一

農
蕖
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア

—

ト

( i

他
の
社
会
階
層
と
の
間
に
ほ
と
ん-^
师
の
関
係 

も
な
く
、
と
り
わ
け
労
働
条
件
：の
改
善
や
政
治
的
な
権
利
瘦
得
の
た
め
に
闘
う 

産
業
プ
' 口
レ
タ
リ
.T
丨
ト
と
.の
間
に
は
、
大
き
な
隔
絶
が
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ 

ろ

う(
S
S
.
159 丨

1
§

。

さ
き
.の
表
に
お
い
て
み
た
如

V
、'

ド

ィ

ツ

の

エ

寒

労
 

働
者
の
数
.は
：農
寒
労
働
者
に
比
較
し
て
は
る
か
に
少
な
く
、
ま
た
中
小
商
工
業 

乾
の
し
.め
：る
.比
重
が
き
お
めV

大
き
か
っ
た
：こ
と
が
、
革
命
的
ィ
デ
オ
ロ
ギ
ー 

の
辰
播
を
敗
.害
し
.た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ょ
う0そ
の
結
果
、革
命
的
な
マ
ル
ク
ス 

主
義
ど
並
ん
で
そ
れ
を
否
定
ず
る
か
の
ょ
う
な
日
和
見
主
_

え
.ば

.^
勸

者

の 

連
動
を
経
済
的
な
要
求
の
な
か
に>••
ど
め
て
お
こ
う
と
す
る
経
済
主
義
や_

 

協
調
主
_
が
浸
透
：し
、
そ
の
反
対
に
空
想
的
な
思
想
や
手
工
業
的
な
理
論
が
労 

働
者
階
級
を
支
配
す
る
結
果
と
な
づ
た
。
シ

 

'レ
フ
土
ル
o
*t>
. TOChlsffel) 

.はV

フ
丨
.フ」

の
影
響
を
う
け
た
小
ブ.ル
ン
ゾ'〒
ァ
的
空
想
的
社
会
主
_
者
で
あ 

り
、
ま
た
黎
明
期
の
ド
イ
ッ
劳
働
組
合
蓮
動
に
•指
導
的
な
役
割
を
果
し
た
シ
ユ

. 

.テ
フ
ァ
ン
：.
ボ
ル
一X:

の
如
き
も
、

「

空
想
敗
社
会
主
義
者
で
は
な
か
っ
た
と
は
い 

え
、.結
局
は
社
会
改
良
主
義
者
で̂
り
、"小
市
民
的
手
工
P

的
ィ
デ
オ
口
ギ 

—

を
清
算
す
ふ
ま
^
に
は
至
ら
な
か
.づ
ゼ
.：

〈

s
s
,'m
7
t
1
7
9
^
4 

:

ッ
革
命
は
第
一

li

段

階

：
に

入;-
;
て
労
働
渚
置
め
革
命
的
な
キ
ネ
ル
ギI
か
*
J待 

.し
：た
に
も
か
が
わ
ら
ず
、
と
れ
を%:
.
:っ
ー
て
ブ
'ル
ジ
ョ
：ア
革
命
を
徹
底
さ
せ
る
こ 

と
が
で
き
な
か
>
た
ォ
ず
な
わ
ち
、
：
ブ
八
四
八
衹
十4
月
，
反
$

陣
営
は
攻 

:

勢
£
転

'1
:
た

.-
0
.
:わ
.れ
'お
れ
は
つ
ぎ
に
三
另
革
^
の
.終

慕

と

も

い

$-
-
べ
き
民
主
的 

:
選
製
権
闘
争
に
お.い
て
、
：労
働
者
階
級
の
果
し
た
藝
に
ク
い
セ
ふ
れ
る
の
が 

::
®
h
:で
あ
る
が
、
こ
れ
に
•つ
い
て
ふ.れ
'^
.余
裕
が
な
い
:0
农

最

後

：に

と

'
の

革

命 

.: 

* 

.
 

.

.

;

:

'

.

'

 

七

-三
：'(

五
：
三

三〕

.
-



が
、労

働

者

階

級
.€
>
讓

に

.た
：い
し
ど
.办
よ
う
な
意
義
を
も>
て

い

る

か',
>
こ
の 

,
点
に
つ
.い
.て
オ

ー

べ'ル
-
ン
め
主
張
を
要
約
し.て
本
稿
を
終
り
た̂

と
思
う
。)

. 

「

ド
ィ
ッ
0
プ

！1
レ
タ
.リ
：ア
ー
ト
は
、

ー
八
四
八
年
か
ら
ー
八
四
九
年
の
あ 

ら
ゆ
る
闘
争
以
前
面
に
立-?
て
、

ー«
し
て
民
主
龛
義
の
た
办
に
闘
づ
た
？
し 

.か
し
な
が
ら
そ
の
力
は
、
農
民
や
小ft
?
：民
を
指
導
す
る
の
に
充
分
で
は
な
か
：っ 

.た
し
、
従
.っ
て
ド
ィ
.ッ
の
ブ
ル
ジ
3
.ア
ジ
ー
は
.、
.反
革
命
に
よ
フ
て
革
命
を
裏'. 

切
る
，こ
と
が
で
き
た

」

，‘と

(S. 

332)
。
.

案
こ
.と
に
ド
ィ
ッ
三
月
革
命
の
失
敗 

が
、
封
建
的
貴
族
階
級
ど
妥
協
し
た
大
ブ
ル
ジ
ョ
ナ
の
裏
切
り
で
あ
る
こ
と
は 

い
う
ま
で
も
な
い.が
、そ
れ

.

よ
り
も
、
前
近
代
的
な
意
識
を
も

.つ

成
汎
な
中
間層
 

と
し
て
の
小
市
民
階
級
と
農
民
が
、
工
業
プ
ロ
レ
-.タ
リ
ア

ー

ト

と

.緊
密
な
統
マ

.

. 

行
動
に
出
な
か
っ
た
こ
と
，に
由
来‘し
.て
い
た
。
従
来
の
革
命
史
に
み
ら
ル
か
わ 

5'
i
分
働
®

奶
の
旺
盛
か
赛
斷
：

妳
！

I

術b
i
M
i
、

.

力
：
i 

級
の
裏
切
り
を
説
く
だ
け
で
は
充
分
で
は
か
い
。
：
こ
の
.一一

大
階
級
.の
間
に
あ
っ
，

て
浮
動
す
る
小
ブt

ジ
ョ
ア
.階
級
の
役
割
と
前
近
代
的
意
識
に
眠
る
独
立
小
生 

産
者
お
よ
，ひ
農
民
を
い
か
に
把
握
す
る
か
。
結
局
、
革
命
の
帰
微
を
決
定
す
る 

.重
大
な
要
素
は
こ
れ
で
あ
る
。
.こ
の
意
味
で
、.レ
.丨
，.ニ
ン
が
‘そ
の
-1
—»
ー：つ
の
戦 

術」

.の
結
語
.に
.つ
ぎ
の
よ
う
に
の.ベ
て
い
.る
、
の

は

ま

こ

と

に

.

.教
1
的

.
であ
.
ろ
'
. 

う
。
'

「

ド
ィ
ッ
の
民
主
主
肇
命
に
お
い
て
は
：

(

一
八
四
八
年
当
時.に
お
い
て)

、

, 

経
済
的
に
&

治
的
な
点
で
も
お
く
れ
て
い
た

——

国
家
的
な
分
裂
に
よ
マ
て. 

——

た
め
に
、
.蓮
動
のプ
ロ

レ
.タ
リ
ア
.
的
®

、
：プ
ロ

レ

タ

リ

ア

的
な
潮
流
.

が
、
ー
九
0.
五
年
の
ロ
'ゾ
ャ
革
命
よ
り
も
、
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
な
か
.っ
た」

>
。
そ
し
て
再
び
オ

ー

べ
ル
マ
ン
枕
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

.「

ド
イ
ツ
の
。フ
口
 

.

：
.

へ

,

て

.

:

:

'.' 

.
七
四 

'

(

'五
三
四

)
.

レ

タ
リ
ア
I

ト
は
、
：農
民
お
よ
び
民
主
的
な
小
市
民
と
同
盟
し
て
、

0

S

0
 

办
指
導
権
を
.う
け
つ
ぐ
こ
と
.が
，で
き
.る
た
め
：に
、
蒙
王
独
立
の
労
働
者
党
を
つ 

く
り
出
ざ
な
け
极
ば
だ
ら
な
か
づ
：

た…
…

。

-i-
王
的
な
労
働
者
党
の
建
設
を
め 

ぐ
ふ
闘
争
ば
、
：
ま
ず
第
：--
*
に
、
科
学
的
社
会
主
義
の
教
義
の
普
及
と
確
立
の
た 

め
に
'
労
働
者
の
戦
列
に
お.け
る
小
市
民
的
な
ィ
デ
：
オ
：.ロ
.ギ
.
1に
た
い
す
る
闘 

争
で
あ
-?
fc
.J 

A
J
:-
v
c
s
s
.
co
s
t
s
l

)

。
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
皆
奶
か
吩
か
卜
か
卜
い 

か
か
於
か
、
同
時
に
小
力
ル
ジ
ョ
ハ
盼
かi'
T:
'
わ

わ

か

ン

 

れ
を
克
服
す
る
V
J
,
と
、タ
オ
I

ベ
ル
マ
ン
に
よ
れ
ば
こ
ル
こそ
一
八

四
八

年
の
革 

命
に
.お
い
て
労
働
者
階
級
が
学
ん
だ
偉
大
だ
教
訓
で
あ
'っ
た
と
い
う
の
で
あ 

る
0
ひ
と
り
.：ー：八
四
八
年
の
革
命
の
み
な
ら
ず
、
：
そ
の
後
の
革
命
運
動
の
歴
史 

に
お
い
て
、
あ
た
え
ら
れ
允
證
な
状
勢
の
な
か
で
、
こ
の
教
訓
が
か
え
り
み 

ら
れ
な
か
っ
た
..
と
.

と
.が

あ

ろ

う

か

'0
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四
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五
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九
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九

五

八
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四

•
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五 
|
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人
f

ベ
ル
マ
：

V

の
著

#

を

通

じ

て

，
、

：
ド

ィ

ッ

3

月

革
命
の
全
貌
を
把
握
し

よ
う
'と
し
.た
筆
者
は
、；

準
備
不
足
の
.た
め
.所
..期
の
目
的

0:
半
分
も
果
す
こ
と
が

:
 

f
 

...

で
き
な
か
っ
た
.
。
.
そ
の
徹
底
的
な
究
明
に
つ
い
て
は
、

後
の
機
会
，に
ゆ
ず
る
。>

J 

.
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シ
ユ
、V
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の
；恐
慌
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論
へ
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第
一
一
次
世
界
大
戦
後
の
資
本
主
義
の
発
展
と
景
気
循
環
の
特
殊
胜
に
つ
い
て 

「

経
済
の
®

化」

を
骨
格
と
し
て
-説
明
し
よ
ぅ
.と
す
る
教
条
主
義
的
見
解
に

.

.

C
1

)

.' 

•.

搿
す
る
批
判
と
し
て
、
ァ
ー
ノ
ル
ド.
.パ
ー
マX

の
劃
期
的
労
作
が
発
表
さ
れ 

て
以
来
、
戦
後
景
気
循
環
の
特
殊
性
に
つ
い
て
の
再
検
討
が
は
，な
ば
な
し
く
行 

.わ
れ
て
き
た
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る0
わ
が
猶
に
お
い
て
も
、
.名
和
雜
ー 

氏
に
よ
っ
てT

大
胆
な
問
題
提
起」

が
な
さ
れ
、
..戦
後
景
気
循
環
の
特
殊
胜
に 

関
す
る
問
題
は「

資
本
主
義
の
連
命
を
決
す
る
鍵

」

と
し
て
最
近
特
に
論
議
の 

対
象
と
な
っ
た
。

'パ
I
マ
'ン=

名
和
論
文
比
、
戦
後
資
本
主
義
の
発
展
と
景
気
循
環
.の
I

性 

に
か
ん
す
る
教
条
主
義
的
偏
向
に
つ
い
て
の
批
判
と
し
て
は
高
く
評
価
さ
れ
つ 

つ
も
、
罾
^

に
は
同
罾
で
き
な
い
こ
と
が
多
く
の
論
者
に
よ
マ
て
表
明
せ
ら
れ

<
5

)

.

て
い
る
。
さ
り
と
て
、
こ
れ
を
批
判
す
る
側
も
、
必
ず
し
も
体
糸
的
で
な
く
、

.や
や
も
す
れ
ば
教
条
主
義
的
論
旨
を
再
強
調
サ
る
に
す
ぎ
な
い
か
、
せ

.い
ぜ
い
、

•

J

.

L’シ
ュ
ミ
ッ
ト
め
恐
權
理
論

.
X

丨

.マ

ン

'

"

名
和
論
文
の
論
調
の
ゆ
き
す
ぎ.を
指
摘
し
、'そ
.の
戦
後
.景
気
循
環 

の
変
形
を
規
定
し
た
、

「

特
殊
な
諸
要
因」

の
皮
砠
⑽
羅
列
を̂

と
し
て
い
る
に 

-す
ぎ
な
い
ょ
ぅ
に
思
わ
れ
免
総
じ
て
で
领
後
景
気
循
環
の
篇
性
を
規
定
し 

て
い
る
諝
要
因
に■つ
い
て
、
従
来
多
く
：の
労
作
が
と
り
あ
げ
て
は
い
る
が
、「

そ 

れ
ら
諸
要
因
の
故
質
及
び
作
用
に
.つ
い
て
の
体
系
的
研
究
は
今
日
未
だ
欠
け
て 

い
る
1
:左
5

て
い
：い
:0
:
Y
:
Jと

^̂
 ̂

:

そ
こ
で
、
か
か
る.「

広
太
な
課
題
を
実
現
す
る
た
■め
の
さ
ざ
や
か
な
寄
与
を 

な
そ
ぅ」

と
し
で
、
.先
き
に
注
目
す
べ
き
労
作

，，N
e
u
e
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J
o
h
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 L
o
r
e
n
z
s
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h
m
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最
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そ
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し

て

い

る
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の
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^
-'
こ
に
訳
出
紹
介
し
て
、
戦
後
景
気
循
環
の
体
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.系
的
研
究
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た
め
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資
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供
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